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『
龍
吟
秘
訣
』
は
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
に
な
る
、
永
正
三

（一五
0
六
）
年
原
奥
書
を
有
す
る
、
桧
垣
本
栄
次
（
彦
四
郎
・
彦
兵
衛
）
の
笛

伝
書
の
転
写
本
で
あ
る
。
彦
兵
衛
は
、
『
四
座
役
者
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
「
左

衛
門
が
弟
子
也
。
若
名
彦
四
郎
卜
云
。
名
字
桧
垣
本
卜
云
。
世
話
二
笛
彦

兵
衛
卜
云
。
大
成
男
ノ
カ
シ
ラ
ニ
白
キ
ナ
マ
ズ
ノ
ア
ル
人
卜
也
。
名
人
也
。

（
中
略
）
大
永
七
T
亥
比
果
ル
。
」
と
あ
る
。
尤
も
、
こ
の
没
年
に
関
し
て
は
、

江
島
伊
兵
衛
氏
が
、
鴻
山
文
庫
蔵
彦
兵
衛
伝
書
『
遊
舞
集
』
に
、
死
後
の

は
ず
の
天
文
六
年
の
在
判
奥
書
が
あ
る
事
を
根
拠
に
、
「
『
喜
多
』
昭
和

十
一
年
二
月
号
二
、
笛
彦
兵
衛
尉
吹
初
メ
美
濃
彦
兵
衛
卜
云
ヒ
、
文
明

十
二
年
ー
ー
＇
天
文
十
九
年
在
世
、
行
年
七
十
一
ト
ア
リ
。
四
座
目
録
ハ
大

永
七
年
頃
卒
ト
ア
リ
。
此
本
ニ
ハ
、
次
ノ
如
ク
天
文
六
年
在
判
ノ
識
語
ヲ

写
セ
リ
。
大
永
七
年
没
ハ
誤
リ
ナ
ラ
ン
。
『
喜
多
』
説
ヲ
採
ル
ベ
シ
」
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
（
「
遊
舞
集
j

添
付
メ
モ
）
。
彦
兵
衛
の
没
年
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
天
野
文
雄
氏
の
考
証
が
あ
り
、
『
証
如
上
人
日
記
』
の
記
事
か
ら

天
文
八
(
-
五
三
九
）
年
ま
で
は
存
命
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

天
野
氏
の
論
稿
に
は
、
没
年
以
外
に
も
彦
兵
衛
の
事
跡
に
つ
い
て
の
考
察

永
正
三
年
笛
彦
兵
衛
伝
書

■資
料
紹
介

『
龍
吟
秘
訣
』

(
l
)
 

が
あ
る
。

彦
兵
衛
は
桧
垣
本
を
冠
し
て
呼
ば
れ
て
い
る
所
か
ら
、
吉
野
桧
垣
本
に

本
拠
が
あ
っ
た
、
所
謂
桧
垣
本
猿
楽
の
出
自
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
『
森(

2
)
 

田
流
奥
義
録
J

で
は
桧
垣
本
は
チ
カ
イ
と
振
り
仮
名
が
打
た
れ
て
い
る
が
、

本
書
の
中
で
、
彦
兵
衛
は
自
ら
の
流
儀
を
「
千
賀
意
流
」
と
呼
ん
で
い
る
。

『
四
座
役
者
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
一
噌
流
の
始
祖
中
村
七
郎
左
衛
門
や
、

森
田
流
の
遠
祖
千
野
与
一
左
衛
門
も
彦
兵
衛
に
師
事
し
、
春
日
流
、
藤
田

流
の
祖
も
彦
兵
衛
の
弟
子
筋
に
習
っ
た
と
い
う
か
ら
、
後
世
ま
で
伝
わ
っ

た
笛
の
流
儀
は
皆
彦
兵
衛
の
流
れ
で
あ
り
、
そ
の
彦
兵
衛
の
著
し
た
伝
書

中
、
最
も
奥
書
年
の
古
い
の
が
本
書
で
あ
る
。

識
語
に
よ
る
と
、
本
書
転
写
の
経
緯
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

観
世
座
桧
垣
本
彦
四
郎
栄
次
（
永
正
三
年
）
ー
ー
＇
観
世
座
与
左
衛
門
国

広
（
永
禄
五
年
写
、
河
瀬
四
郎
左
衛
門
宛
）
ー
ー
！
小
宮
山
杢
進
昌
世
ー
ー
_

青
木
光
通
（
明
和
六
年
写
）

天

野

サ

チ
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こ
こ
に
み
え
る
観
世
座
与
左
衛
門
国
広
（
天
正
八
年
没）

は
著
名
な
太
鼓

方
で
あ
り、
「
四
座
役
者
目
録
j

に
も
所
見
が
多
く、

太
鼓
伝
書
を
多
く

あ
ら
わ
し
た
人
物
で、

彦
兵
衛
と
同
じ
桧
垣
本
姓
で
あ
る。

ま
た、

小
宮

山
杢
進
昌
世
は、
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
j

に
よ
る
と、

正
徳
元
（
一
七
―
-
）

年
に
家
宣
に
拝
謁
し、

享
保
六
（
一
七
ニ
―
)

年
か
ら
宝
暦
九
（
一
七
五
九）

年
ま
で
代
官
を
し
て
い
た
と
い
う。

在
任
中
に
は
支
配
所
牧
場
で
配
下
に

不
正
を
働
か
れ
た
り、

巡
見
の
役
人
と
租
税
の
談
合
を
し
な
か
っ
た
事
か

ら、
「
こ
れ
昌
世
が
等
閑
な
る
が
い
た
す
と
こ
ろ
な
り」

と
か、
「
其
職
事

に
意
を
も
ち
ひ
ざ
る
」

と
度
々
出
仕
を
止
め
ら
れ
て
い
る。

ま
た、

河
瀬

四
郎
左
衛
門、

青
木
光
通
は
不
明
の
人
物
で
あ
る。

本
書
の
書
誌
に
つ
い
て
は、
「
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
特
別
資
料
目

録
5」

に
記
さ
れ
る
と
お
り
だ
が、

改
め
て
記
す
と、

以
下
の
ご
と
く
で

あ
る。

235
x
176
cm
の
写
本。

袋
綴、
一

冊。

共
紙
表
紙。

表
紙
に
「
永
禄
五

年
／
龍
吟
秘
訣

全」

を
打
付
書
き。

内
題
な
し。

墨
付
37
丁。

料

紙
は
椿
紙。
「
安
田
文
庫」

の
蔵
印
が
あ
る。
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ま
た
、
本
書
に
は
錯
簡
が
あ
り
、
十
九
丁
と
二
十
丁
が
入
れ
替
わ
っ
て

(
3
)
 

い
る
の
で
、
翻
刻
で
は
、
次
に
述
べ
る
「
全
笛
集
』
を
参
考
に
し
て
本
来

の
形
に
改
め
た
。

さ
て
、
『
龍
吟
秘
訣
』
と
ほ
ぽ
同
内
容
の
書
が
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
に
、
「
笛

之
書
」
の
書
名
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
「
笛
之
書
」
と
い
う
書
名
は
、
岩

瀬
文
庫
に
入
っ
て
か
ら
付
さ
れ
た
名
称
で
、
本
来
の
書
名
は
「
全
笛
集
」

で
あ
る
（
こ
の
書
の
影
写
本
が
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
令

笛
集
」
と
さ
れ
て
い
る
）
。
そ
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

167x329Cm
の
横
本
の
写
本
。
袋
綴
、
一
冊
。
共
紙
表
紙
。
表
紙
左
上

隅
に
小
字
で
「
全
笛
集
」
と
あ
る
。
内
題
な
し
。
墨
付
31
丁
。
料
紙

は
美
濃
紙
。
「
岩
瀬
文
庫
」
の
蔵
印
が
あ
る
。

こ
の
『
全
笛
集
」
は
、
慶
長
二
(
-
五
九
七
）
年
牛
尾
惣
右
衛
門
尉
の
書

写
に
な
る
も
の
で
、
編
末
の
識
語
に
よ
れ
ば
以
下
の
よ
う
な
伝
来
が
知
ら

れ
る
。観

世
座
桧
垣
本
彦
四
郎
栄
次
（
永
正
三
年
）
＇
—
ー
観
世
座
与
左
衛
門
国

広
（
永
禄
五
年
写
）
ー
ー
＇
観
世
座
彦
三
郎

i

―
尾
惣
右
術
門
尉
親
頼

（
慶
長
二
年
写
、
小
幡
弥
兵
衛
宛
）

ま
た
、
こ
の
「
全
笛
集
」
に
は
江
戸
後
期
頃
の
所
有
者
に
よ
る
ら
し
い

紙
片
が
は
さ
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
、
「
薩
州
住
中
西
十
郎
左
衛
門
当
時

長
門
右
衛
門
卜
云
人
所
持
ノ
本
、
安
永
十
年
正
月
廿
六
日
、
園
田
七
五
郎

殿
此
方
持
参
被
致
事
」
と
あ
る
。

奥
書
に
見
え
る
観
世
彦
三
郎
は
金
春
宗
意
（
慶
長
十
七
年
、
七
十
五
オ
没
、

観
世
宗
拶
の
弟
、
大
鼓
は
高
安
道
善
に
、
太
鼓
は
国
広
に
も
師
事
）
、
牛
．
尾
~
~
~

門
は
慶
長
頃
の
笛
役
者
で
、
こ
の
牛
尾
に
つ
い
て
は
牛
尾
美
江
氏
の
詳
し

(4) 

い
考
察
が
あ
る
。

さ
て
、
慶
長
二
年
に
牛
尾
か
ら
「
全
笛
集
』
を
相
伝
さ
れ
て
い
る
小
幡

弥
兵
衛
は
『
近
代
四
座
役
者
目
録
」
に
「
今
ノ
虎
屋
長
門
」
と
し
て
み
え

て
い
る
京
都
の
手
猿
楽
で
、
同
書
に
は
、
「
少
進
ナ
ド
ニ
モ
能
ヲ
習
。
ヨ

ク
モ
ナ
シ
。
サ
イ
コ
ク
ノ
薩
摩
殿
ニ
イ
ル
。
果
ル
」
と
あ
る
。
こ
の
小
幡

弥
兵
衛
す
な
わ
ち
虎
屋
長
門
に
つ
い
て
は
、
片
桐
登
氏
や
林
和
利
氏
に
よ

(5) 

る
詳
細
な
研
究
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
虎
屋
長
門
は
本
名
が
小
幡
弥

兵
衛
、
先
祖
は
近
江
国
小
幡
村
を
領
し
て
い
た
よ
う
で
、
十
二
歳
の
時
に

関
白
秀
次
に
仕
え
、
慶
長
七
年
に
島
津
家
久
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
同
九
年

に
朝
廷
か
ら
長
門
守
を
受
領
し
、
寛
永
初
年
頃
に
姓
を
小
幡
か
ら
中
西
に

改
め
（
名
乗
り
は
秀
長
）
、
慶
安
三
（
一
六
五
0
)
年
に
没
し
た
役
者
で
あ
る
。

ま
た
、
「
全
笛
集
j

に
は
さ
ま
れ
て
い
た
紙
片
の
「
中
西
十
郎
左
衛
門
当

時
長
門
右
衛
門
卜
云
人
」
は
小
幡
弥
兵
衛
（
虎
屋
長
門
）
の
孫
に
あ
た
る
長

門
右
衛
門
秀
乗
で
あ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
岩
瀬
文
庫
蔵
「
全
笛
集
』
は
、
慶
長
二
年
に
虎
屋

長
門
（
小
幡
弥
兵
衛
、
の
ち
中
西
秀
長
）
が
牛
尾
か
ら
相
伝
さ
れ
て
、
中
西
家

に
伝
来
し
た
本
で
あ
り
、
安
永
十
（
一
七
八
一
）
年
に
園
田
七
五
郎
と
い
う

人
物
を
介
し
て
挿
紙
に
メ
モ
を
記
し
た
人
物
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
た
と

441 



い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『龍
吟
秘
訣
』
に
は

で全
笛
集
』
と
い
う
同
根
の
伝

本
が
存
在
し
て
い
る
の
だ
が
、

「龍
吟
秘
訣
』
と

『全
笛
集
」
を
比
べ
て

み
る
と
、

I

全
笛
集
』

の
方
が
書
写
年
次
も
古
く
、
疫
長
前
後
に
活
動
し

た
笛
役
者
の
書
写
だ
け
あ
っ
て
、

「龍
吟
秘
訣
j

に
見
ら
れ
る
不
完
全
な

文
や
、
笛
の
音
高
の
知
識
の
な
い
こ
と
に
由
来
す
る
誤
字
が
な
く
、
ま
た
、

『龍
吟
秘
訣
」
の
よ
う
な
錯
箇
も
な
い
。
ま
た
、
「龍
吟
秘
訣
』
の
「ひ
し
き
」

(6
)
 

が

ア全
笛
集
」
で
は
「
ひ
声
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。

ま
た
、

『龍
吟
秘
訣
]
と

「全
笛
集
』
の
違
い
と
し
て
は
、

『龍
吟
秘
訣
j

に
は
、
『全
笛
集
j

に
な
い
、
「
加
」
と
頭
に
つ
け
た
、
「
観
世
与
左
衛
門

国
広
雑
談
に
い
は
く
」
、
「
観
世
与
左
衛
門
伝
」
と
い
う
記
事
が
、
楊
貴
妃

[101]
と
師
子

[113]
の
項
目
に
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば

師
子
に
つ
い
て
は
、
太
鼓
の
方
の
「
追
い
懸
け
る
手
、
追
い
ま

ハ
す
手
」
が

笛
の
「
ぬ
く
る
手
、
お
と
し
か
く
る
手
」
に
相
当
す
る
こ
と
、
ま
た
、
「笛

の
長
短
の
吹
上」

と
い
う
、
現
行
獅
子
の
乱
序
の
と
こ
ろ
の
長
短
の
旋
律

と
拙
測
さ
れ
る
も
の
に

つ
い
て
な
ど
、
笛
と
太
鼓
の
具
体
的
奏
法
に
つ
い

て
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「加
」
と
さ
れ
た
箇
所
以
外
に
も
、
『龍
吟
秘
訣
』

に
は
増
補
が
施
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
『龍
吟
秘
訣
』
と
い
う
外
題
は
、
『全
笛
集
」
の
存
在
か
ら
も
、

当
初
か
ら
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
こ
の
薔
名
は
本
文

-7
)
 

[
3
]
に
、
「
笛
は
龍
の
吟
ス
ル
こ
え
と
云
説
も
あ
り
」
と
あ
る
所
か
ら
取

ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
表
紙
に
打
付
書
で
、
「
永
禄
五
年
龍
吟
秘
訣

全
」
と
国
広
の
書
写
年
を
採
っ
て
書
か
れ
て
あ
る
。
横
笛
の
こ
と
を
龍
吟

-8
)
 

と
か
龍
鳴
と
い
う
の
は
、
多
く
の
楽
書
に
見
ら
れ
、
た
と
え
ば
、
本
書
の

奥
書
年
と
近
い
永
正
九

(-
五―

二）

年
成
立
豊
原
統
秋

『證
源
抄
』
に
も
、

「
笛
ヲ
バ
龍
吟
卜
云」

と
あ
る
。
則
ち

『籠
吟
秘
訣
]
と
は

「笛
の
秘
訣
」

(9
)
 

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
長
承
二
(
―
ニ
―
―
―
―
-
）

年
成
立
大
神
基
政

「龍
鳴
抄
』

と
同
じ
趣
の
題
の
付
け
方
で
あ
る
と
言
え
る
。

な
お
、
『龍
吟
秘
訣
j

と
他
の
笛
伝
書
と
の
関
係
に
つ
い
て
記
し
て
お

く
と
、
笛
の
稽
古
に
つ
い
て
の
記
述

[
2
]
と
、
笛
の
由
来
の
記
述

(10
)
 

[
3
]
の
部
分
的
に
重
な
る
記
述
が

『笛
秘
書
集
」
『
遊
舞
集
j

に
あ
る
。

(11
)
 

ま
た
、
本
書
は
、
「笛

一
道
に
お
い
て
こ
の
書
に
越
る
書
な
し
」
と
書
か

れ
て
あ
る
と
お
り
、
整
理
さ
れ
た
構
成
の
も
と
に
、
各
曲
の
頭
附
か
ら
、

舞
曲
の
特
殊
奏
法
、
笛
の
作
法
な
ど
が
記
さ
れ
て
あ
り
、
笛
の
演
奏
者
に
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と
っ
て
は
、
宝
山
に
入
っ
た
よ
う
な
誉
で
あ
る
だ
ろ
う
。
中
で
も
、
別
格
、

基
本
曲
と
し
て
「
翁
」
と
『
高
砂
」
に
つ
い
て
多
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

た
と
え
ば
「
高
砂
」
の
頭
附
を
、
現
在
の
頭
附
と
比
較
し
て
み
る
と
、
基

本
的
に
重
な
る
部
分
が
あ
る
の
は
、
彦
兵
衛
の
あ
ら
わ
し
た
本
書
の
内
容

が
、
室
町
時
代
か
ら
現
代
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
「
龍
吟
秘
訣
』
の
翻
刻
、
写
真
掲
載
を
御
許
可
下
さ
い
ま
し
た
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、

『
全
笛
集
」
の
調
査
に
便
宜
を
お
図
り
頂
き
、
写
真
掲
載
を
御
許
可
下
さ
い
ま
し
た
西
尾

市
岩
瀬
文
庫
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
）

(1)
天
野
文
雄
「
観
世
方
笛
之
次
第
」
（
「
能
楽
研
究
』
第
八
号
、
一
九
八
三
）
。

(2)
森
田
光
春
『
森
田
流
奥
義
録
」
（
能
楽
滸
林
、
一
九
A
0
)
。

(
3
)「
龍
吟
秘
訣
』
で
は
、
「
1
8ウ
ー

2
0オ
」
・
「2
0ウ—
1
9オ
」
・
「1
9ウ
ー

2
1オ
」

と
な
っ
て
い
る
。

(
4
)
牛
尾
美
江
「
牛
尾
玄
笛
と
牛
尾
藤
八
」
（
「
能
楽
研
究
」
第
七
号
）
。
牛
尾
惣
衛

門
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
は
、
牛
尾
玄
笛
の
弟
子
で
、
一
時
宗
意
の
養
子
だ
っ

た
牛
尾
藤
八
か
と
も
さ
れ
る
が
、
結
論
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
同
稿

で
は
惣
衛
門
と
小
幡
の
具
体
的
関
係
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
い
る
。

(
5
)片
桐
登
「
手
猿
楽
「
虎
屋
」
考
—
_
「
四
座
役
者
目
録
』
注
ー(
l
1九
）
」

（
『
宝
生
」
昭
和
四
十
七
年
二
月
i
昭
和
四
十
七
年
五
月
）
。

林
和
利
『
能
・
狂
言
の
生
成
と
展
開
に
関
す
る
研
究
』
（
平
成
十
五
年
、
世
界

思
想
社
）
。

注

(6)[25]
に
「
ひ
声
と
云
事
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
ひ
声
と
ひ
し

き
は
同
じ
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
『
遊
舞
集
』
『
笛
秘
普
集
l

で
は
、

「
笛
の
手
に
｀
大
ひ
し
き
、
小
ひ
し
き
、
か
ん
の
ひ
し
き
、
ひ
声
、
息
さ
き
、

か
す
り
、
の
た
れ
、

．．． 
」
と
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
別
の
手
と
さ
れ
て
い
る
。

右
両
書
合
せ
て
、
「
ひ
し
き
」
の
使
用
例
は

24
回
、
「
ひ
声
」
は
18
回
で
、

具
体
的
使
用
例
か
ら
音
高
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(7)
龍
、
鳳
凰
な
ど
に
な
ず
ら
え
た
笛
の
由
来
は
、
「
呂
氏
春
秋
j

『
文
選
j

「風

俗
通
」
等
か
ら
、
楽
嘗
『
龍
鳴
抄
』
『
教
訓
抄
』
「
続
教
訓
紗
」
『
骰
源
抄
』

等
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
そ
れ
が
多
く
の
笛
の
伝
書
に
微
妙
に
変
化
し
て

記
さ
れ
て
い
る
。

(8)
狛
近
真
『
教
訓
抄
』
八
に
、
「
一
、
横
笛
又
莞
笛
云
。
龍
吟
云
。
龍
嗚
云
゜

漢
ノ
武
帝
ノ
時
。
丘
仲
所
造
也
。
（
中
略
）
昔
龍
ノ
ナ
キ
テ
。
海
二
入
ニ
シ

ヲ
…
」
と
あ
り
。

狛
朝
葛
「
続
教
訓
紗
」
十
一
上
に
、
「
第
一
横
笛
者
又
名
龍
吟
、
又
名
龍
嗚
、

k
^）

 

又
名
龍
笛
、
又
名
尭
笛
、
又
名
鳳
笛
、
秘
之
。
又
名
横
吹
」
と
あ
る
。

(9)
大
神
基
政
『
龍
鳴
抄
上
』
長
承
二
年
（
『
群
害
類
従
第
十
九
輯
」
、
昭
和
＿
二
十
四

年
、
四
十
七
頁
）
に
、
「
龍
の
な
い
て
う
み
に
い
り
に
し
に
。
ま
た
こ
の
こ
ゑ

を
き
か
ば
や
と
こ
ひ
わ
ぴ
し
ほ
ど
に
。
竹
を
う
ち
き
り
て
ふ
き
た
り
。
こ

ゑ
に
に
た
り
き
。
は
じ
め
は
あ
な
い
つ
、
を
ゑ
り
た
り
き
。
の
ち
に
な
、

つ
に
な
す
。
是
が
故
に
笛
を
ば
龍
鳴
と
い
ふ
。
ま
た
龍
吟
と
も
か
く
。
お

な
じ
心
な
り
。
抄
と
い
ふ
事
は
譜
の
名
な
り
。
も
ろ

l
＼
の
抄
出
と
い
ふ

こ
と
は
。
要
じ
を
し
る
し
い
た
る
ふ
み
を
云
な
り
。
上
巻
と
い
ふ
は
。
呂

を
ば
上
巻
と
す
。
律
を
ば
下
巻
と
す
る
な
り
。
伯
外
題
に
龍
嗚
抄
上
巻
目

録
と
か
き
し
な
り
」
と
あ
る
。

(
1
0
)
[
3
]
の
「
夫
呂
律
の
お
こ
り
と
云
ハ
こ
と

l
¥．
く
と
ん
さ
う
よ
り
出
た
る
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凡
例

一
、
翻
刻
は
原
文
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
。

一
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
適
宜
句
読
点
を
施
し
、
引
用
さ
れ
て
い
る

謡
の
詞
章
は
「
」
で
囲
ん
だ
。

一
、
漢
字
は
基
本
的
に
新
字
体
を
用
い
た
。

一
、
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
箇
所
に
は
、
適
当
な
漢
字
を
（
）
に
入
れ
て

傍
記
し
た
。
明
ら
か
な
誤
写
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
は
「
（
マ
マ
）
」
と
傍

記
し
た
。

一
、
基
本
的
に
一
ツ
書
の
項
目
ご
と
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

一
、
曲
名
に
付
さ
れ
た
鉤
印
、
文
章
冒
頭
の

0
、
△
印
（
少
数
）
、
単
語
間
の

•
（
い
ず
れ
も
朱
）
印
等
は
省
略
し
た
。
た
だ
し[
6
]の
弧
（
朱
）
は
そ

の
ま
ま
付
し
た
。

一
、
『
全
笛
集
』
と
の
異
同
を
下
段
に
記
し
た
。

『
龍
吟
秘
訣
』
翻
刻

な
り
」
は
、
『
笛
秘
書
集
』
『
遊
舞
集
』
に
「
音
律
の
お
こ
り
ハ
、
悉
曇
蔵

よ
り
出
た
る
な
り
」
と
あ
り
、
ま
た
、
「
ほ
う
た
う
和
尚
」
は
「
道
中
和
尚
」
、

「
笛
は
ざ
う
の
き
は
也
」
は
「
其
笛
の
像
第
一
也
」
と
あ
る
。

「
図
は
一
越
調
今
に
巳
上
に
在
之
云
々
」
の
と
こ
ろ
に
、
「
龍
吟
秘
訣
」
も
「
全

笛
集
』
も
記
述
に
対
応
す
る
図
が
な
い
が
、
『
笛
秘
書
集
』
『
遊
舞
集
』
『
双

笛
抄
」
「
能
笛
秘
伝
」
な
ど
他
の
笛
伝
書
に
は
笛
と
十
二
律
の
図
が
あ
る
。

(11)
「
全
笛
集
」
に
は
こ
の
文
は
な
い
。
文
意
か
ら
も
永
禄
五
年
の
国
広
か
ら
河

瀬
へ
の
伝
書
授
受
時
に
加
え
ら
れ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。

笛
一
道
に
お
ゐ
て
ハ
此
書
に
越
る
書
な
し
。
至
極

の
秘
書
也
。
努
々
妄
二
す
へ
か
ら
す
。
笛
を
不
吹

と
も
ケ
様
の
秘
書
は
大
切
に
す
へ
き
事
也
。

[
1
]

凡
笛
稽
古
の
様
、
曽
而
初
心
の
時
吹
は
し
む
る
は
、

先
い
き
、
同
手
の
す
こ
し
あ
か
る
を
も
お
ほ
へ
た

ら
ん
時
よ
り
、
い
か
に
も
ふ
と
き
笛
に
て
吹
へ
し
。

い
き
も
お
と
な
し
く
出
て
、
手
な
と
も
自
由
に
心

得
た
ら
む
時
よ
り
、
な
り
か
、
り
を
も
な
お
し
、

主
の
き
こ
ん
に
か
な
ひ
た
る
笛
を
も
つ
て
吹
へ
し
。

0

ママ）

扱
心
も
手
も
る
つ
う
の
時
よ
り
は
、
す
こ
し
い
き

よ
り
ほ
そ
き
笛
に
て
吹
物
二
候
。
常
に
ひ
、
き
の

な
き
所
に
て
、
響
を
吹
出
す
程
可
吹
事
二
候
。
ひ
'

き
の
有
所
に
て
稽
古
す
れ
ハ
、
お
の
か
音
に
ま
よ

ひ
て
、
お
の
つ
か
ら
笛
も
よ
ハ
く
お
も
し
ろ
く
な

る
に
よ
っ
て
、
是
を
嫌
ふ
事
の
あ
ひ
か
ま
へ
て
、

け
い
こ
に
神
変
ハ
あ
る
事
二
候
。

[
2
]

（

悉

暴

磁

）

夫
呂
律
の
お
こ
り
と
云
は
こ
と

l
＼
く
と
ん
さ
う

（

漢

也

よ
り
出
た
る
な
り
。
か
ん
の
し
よ
に
日
ク
、

採
心
も
手
も
る
つ

う
の
時
よ
り
は

1

さ
て
心
も
お
と
な

し
く
な
り
、
手
も

御
通
の
時
よ
り
は

2
先
い
き
ー
い
き

1
底
本
は
表
紙
見
返

へ
の
警
き
込
み
。

こ
の
一

1

一
行
、
「
全

笛
集
』
に
ナ
シ
。

全
笛
集

慶
長
二
年
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春

双

調

木

帝

り

ふ
つ
き
、
し
ん
の
う
、
く
わ
う
て
い
、
此
三
代
唐

の
帝
の
は
し
め
な
り
。
皇
帝
の
御
時
十
二
律
を
つ

く
り
、
上
の
六
呂
を
陽
に
な
そ
ら
へ
、
下
の
六
律

（

狐

凧

）

（

雌

紬

）

を
陰
に
用
て
ほ
う
わ
う
し
を
う
の
声
に
た
＜
へ
て

き
り
た
る
也
。
又
笛
ハ
龍
の
吟
す
る
こ
え
と
云
説

も
有
。
横
笛
和
国
江
渡
る
事
は
、
ほ
う
た
う
和
尚

よ
り
。
慈
覚
大
師
の
御
相
伝
有
し
也
。
笛
は
ざ
う

令
マ
）

の
き
は
也
。
図
は
一
越
調
、
今
に
山
上
に
在
之

云
々
。
穴
を
七
ツ
に
定
る
事
、
七
星
を
へ
う
せ
り
。

以
上
九
ツ
の
穴
よ
り
声
を
出
す
事
、
九
曜
を
へ
う

せ
り
。
五
調
子
と
い
つ
は
、
地
水
火
風
空
也
。
陰

陽
と
云
ハ
、
萬
の
す
む
物
は
上
て
天
と
な
っ
て
陽

気
を
く
た
し
、
に
こ
る
物
は
ミ
な
と
、
ま
つ
て
陰

気
を
請
。
呂
と
い
ふ
は
陽
気
を
下
、
律
は
陰
気
を

う
く
る
。
か
る
か
ゆ
へ
に
陰
陽
和
合
す
る
声
を
出

す
。
伯
能
乱
舞
、
笛
よ
り
初
而
笛
に
て
お
さ
む
る
。

い
つ
れ
の
道
愚
か
な
ら
す
と
い
へ
と
も
、
分
而
稽

古
た
し
な
ミ
の
上
よ
り
お
の
れ
と
音
し
ほ
な
と
面

白
く
成
へ
き
也
。

[
3
]

調
子
之
次
第

青

東

成
へ
き
也
ー
．
可
成

と
也

に
こ
る
物
は
ミ
な

ー
に
こ
る
物
皆

以
上
九
ツ
の
穴
ー

前
後
九
の
穴

和
国
、
社
＇
よ
担
国
に

慈
龍
大
師
の
御
相
伝

）
惑
覚
大
師
御
相
伝

山
上
ー
巳
上

云
々
ー
ナ
シ

3
こ
え
ー
音

能
乱
舞
ー
ナ
シ

/―--、
勝二
絶月

卯

塁

／ 
下三
無月

油ご

洗

子

辰

／ 
断 十
金二 丑

大月
呂

亮一

黄断

鸞平

盤勝

神

十
二
調
子

一
、
十
二
月
ノ
異
名
則
十
二
律
に
あ
た
る
時
之
調
子
、

（
マ
マ
）

月
々
調
子
之
次
第

／ 

ェ`
黄月
鏑

下

上双

夏

黄

色

火

赤

南

秋

平

調

金

白

西

冬

盤

色

水

黒

北

土

用

一

越

主

黄

中

巳

/---
平 正
調 月

三
双四
調月

悶
寅

[
5
]
 

[
4
]
 大

族

大
呂
ー
上
含
0

6
月
々

1
月
之
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/---、
五 宮

爾
/―――へ、

平商
調

祝
言

一
、
拾
鉢
と
云
事
。
心
持
十
有
事
お
云
。
お
く
に
し
る

す
。
十
鉢
の
す
か
た
和
埒
に
て
し
る
ハ
別
也
。
そ
れ
ハ
花
伝

抄
に
在
之
。

[9]

一
、
人
前
に
て
笛
吹
候
時
、
双
調
に
も
黄
鏡
に
も
定
た

る
手
あ
り
。
後
ハ
な
に
と
も
候
へ
、
最
初
に
入
事

五
音

（ママ）

幽

玄

恋

暮

哀

傷

蘭

曲

秋

r---、
双 角
調

0

ママ）

く
ち
ひ
ら

し
た

お
く
は春

/---
黄徴は
色

/---、
雷合酉
喜

戌九
月〔神仙無射

三
亮五
鐘月

麺
黄

[8] 

9
心
持
＋
有
事
お
云

ー
心
持
の
十
有
事

を
云

夏

/---
盤羽の
渉ん

7冬と
9,  

／ 
上十
無月
調應

鐘
9 9 

6 9, 

／ 
黄六
鐘月

は

亥

/---、
鸞七

鏡＾月

爵：

そ
れ
は
花
伝
抄
に

在
之
ー
其
ハ
花
伝

書
抄
に
可
有
之

7
く
ち
ひ
ら
ー
く
ち

ひ
る

或
ー
夷

一
、
勧
進
能
の
次
第
。
洛
中
は
三
日
、
洛
外
は
四
日
也
。

初
日
。
五
い
き
に
吹
。
の
た
り
の
数
よ
せ
て
ま
て

五
ツ
な
り
。

同
。
翁
之
舞
の
吹
出
定
也
。
吹
と
め
各
別
な
り
。

信
の
吹
、
可
秘
々
々
。

二
日
。
三
い
き
め
に
少
略
す
る
様
有
。

同
。
翁
之
舞
の
吹
出
、
初
日
と
各
別
。
か
ん
の
穴

よ
り
吹
出
。

三
日
。
初
い
き
に
略
し
て
吹
様
也
。

同
。
翁
之
舞
の
吹
出
。
か
ん
こ
の
ニ
ッ
よ
り
吹
出
。

四
日
。
有
時
は
ひ
し
く
也
。
せ
ん
さ
い
ふ
よ
り
初
る
。

同
。
翁
之
舞
は
初
日
へ
か
へ
る
。

[11]

一
、
翁
之
笛
之
事
。
座
付
の
ひ
し
き
過
て
や
か
て
高
音

に
吹
。
り
よ
に
と
め
て
、
「
百
々
た
ら
に
」
と
う
た

ひ
出
す
様
に
可
有
之
。
是
は
は
く
の
だ
ら
に
と
云
゜

[12] 

一
、
「
さ
い
は
ひ
心
に
ま
か
せ
た
り
。
と
、
」
と
云
所
に

呂
を
吹
て
、
「
ち
り
や
た
ら
り
ー
＼
ら
」
と
云
て
纏

而
ひ
し
き
を
吹
。

[13]

一
、
千
さ
い
ふ
の
う
ち
の
事
。

二
度
舞
あ
り
。
前
ハ
高
音
よ
り
吹
て
、
ゆ
り
を
さ

う
に
五
ツ
吹
。
後
の
舞
は
の
た
り
数
五
ツ
。
舞
と

初
い
き
に
略
し
て

吹
様
也
ー
初
の
い

き
に
略
儀
あ
り

か
ん
こ
ー
カ
ン
上

ニ
ッ
よ
り
吹
出
。

—
ニ
ッ
よ
り
吹
出
。

穴
秘
事
ナ
リ
。

ひ
し
く
也
ー
ひ
声

也翁
之
舞
は
ー
翁
之

舞
12
ひ
し
き
ー
ひ
声

高
音
に
吹
ー
高
音

に
吹
き
そ
ら
し
て
、

た
ら
に
ー
た
ら
り

13
と
、
ー
百
々

ひ
し
き
ー
ひ
声

14
ゆ
り
を
そ
う
に
五

ツ
吹
ー
＇
ゆ
り
を
五

ツ
吹

後
の
舞
は
ー
後
の

舞
信
の
吹
ー
信
の
吹
様

な
り

11
洛
中
は
三
日
、
洛

外
は
四

H
也
ー
洛

中
三
日
洛
外
四
日

な
り
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め
て
ひ
し
き
を
吹
て
、
や
か
て
信
の
呂
を
吹
う
ち

よ
り
、
「
あ
け
ま
き
や
」
と
謡
出
す
様
に
。
地
取
あ
り
。

[14] 

一
、
「
座
し
て
ゐ
た
れ
と
も
ま
い
ら
ふ
」
と
云
「
ま
」
の

字
よ
り
、
呂
に
て
ゆ
り
あ
く
る
。

[15]

-
「
千
は
や
ふ
る
神
の
ひ
こ
さ
の
昔
よ
り
、
久
し
か
れ

と
そ
い
ハ
ひ
、
そ
よ
や
り
ち
ゃ
」
と
云
「
り
」
の

字
よ
り
、
呂
に
て
ゆ
り
あ
く
る
。

[16]

一
、
「
今
日
の
御
祈
祷
な
り
、
あ
り
ハ
ら
や
、
な
し
よ
の

翁
と
も
」
云
、
「
あ
り
は
ら
」
の
「
あ
」
の
字
よ
り

信
の
呂
を
吹
て
末
を
手
色
に
吹
納
る
。
口
伝
有
。

[17] 

一
、
「
そ
や
い
つ
く
の
翁
と
も
」
と
云
て
笛
一
段
習
有
。

心
を
す
ま
し
て
信
に
六
の
下
を
吹
。
妥
を
せ
い
か
い

は
の
段
と
云
説
有
二
付
而
、
左
衛
門
尉
二
尋
申
処

二
、
た
>
六
の
下
と
云
へ
き
よ
し
候
つ
る
。

[18]

一
、
「
そ
よ
や
」
と
云
て
小
つ
A

ミ
の
頭
を
打
て
、
纏
而

（ママ）

吹
出
す
手
く
た
り
、
合
に
い
ふ
か
こ
と
く
定
儀
有
。

序
破
急
の
事
、
舞
台
さ
き
迄
を
序
に
す
る
。
其
よ

り
袖
を
か
へ
す
ま
て
を
破
と
心
得
候
。
袖
を
か
へ

し
て
よ
り
急
に
つ
め
た
る
か
よ
く
候
。
吹
と
め
の

事
。
舞
と
め
と
ひ
と
し
く
吹
合
物
二
候
。
然
共
舞

の
ゆ
う
に
よ
っ
て
舞
は
あ
ま
り
て
笛
吹
イ
テ
候
へ

ゅ
う
に
ー
ゆ
う
な

と
に

ひ
し
き
ー
ひ
声

16
い
ハ
ひ
ー
い
は
ひ

そ
め
け
ん

17
云
ー
と
云

18
と
云
て
笛
ー
と
云

て
の
笛

19
合
ー
右

序
に
す
る
。
其
よ

り
袖
を
か
へ
す
ま

て
を
ー
ナ
シ

心
得
候
ー
・
心
ゆ
候

は
、
吹
次
様
あ
り
。
是
を
覚
悟
候
へ
は
、
不
苦
候
。

そ
れ
を
な
ら
ハ
す
し
て
は
や
く
吹
は
て
候
ハ
、
‘

最
笛
の
越
度
た
る
へ
し
。

[19]

一
、
「
そ
よ
や
」
と
云
う
ち
、
む
そ
く
の
段
と
云
也
。

[20] 

一
、
翁
の
か
へ
る
ま
く
の
き
ハ
に
て
色
ゆ
る
手
あ
り
。

跡
を
い
は
ふ
と
云
ゑ
ん
也
。
初

H
迄
の
事
な
り
。

此
跡
を
祝
と
云
に
二
つ
の
義
あ
り
。
―
ニ
ハ
、
勧

進
能
を
能
四
日
有
る
へ
き
、
跡
三
日
の
能
を
か
~

へ
た
る
に
よ
っ
て
、
あ
と
を
祝
ふ
と
云
義
有
。
又

―
ッ
ハ
、
翁
の
入
は
ハ
其
日
一
日
の
能
の
は
し
め

の
入
は
な
れ
ハ
、
跡
を
祝
と
云
儀
も
有
。
悪
事
さ

い
な
ん
な
き
祈
祷
と
な
る
。
去
に
よ
っ
て
笛
も
い

つ
れ
も
地
し
ミ
の
な
き
様
に
芸
を
す
る
物
に
候
。
是

を
翁
帰
ノ
笛
と
云
也
。

[21]

一
、
さ
ん
は
さ
の
笛
之
事
。

ひ
し
き
よ
り
臆
而
高
ね
に
吹
み
た
し
て
、
大
つ
、

ミ
の
か
し
ら
を
た
:
む
う
ち
に
ひ
つ
と
吹
て
か
、

る
。
妥
に
上
古
当
世
の
習
有
。

[22]

一
、
鈴
之
段
之
事
。
鈴
を
請
取
て
、
舞
台
さ
き
へ
行
迄

平
調
か
へ
し
を
吹
て
、
ひ
つ
と
吹
て
、
お
な
し
手

を
三
返
吹
て
、
や
か
て
お
ろ
す
也
。
お
ろ
し
は
三

度
可
吹
。
舞
と
め
の
事
。
前
の
吹
出
し
の
こ
と
く

23
お
ろ
し
は
三
度
可

吹
ー
ナ
シ

22
ひ
し
き
ー
ひ
声

祈
祷
と
な
る
ー
祈

祷
と
な
る
也

其
日
一
日
ー
其

日 勧
進
能
を
能
四
日

有
る
へ
き
ー
ナ
シ

21
ま
く
の
き
ハ
ー
迄

ノ
路

吹
は
て
侯
ハ
、

1

吹
は
て
候
時
ハ

吹
イ
テ
候
へ
は
1

吹
果
候
ヘ
ハ

447 



ひ
つ
と
吹
て
、
お
な
し
手
を
五
返
吹
て
と
む
る
。

是
本
也
。
但
舞
手
に
よ
る
事
な
れ
は
、
不
可
有
油

断
事
也
。
ひ
し
き
信
に
吹
。
右
是
を
式
一
一
一
番
之
習

と
云
也
。
仮
初
に
も
外
見
有
へ
か
ら
す
と
云
々
。

[23] 

一
、
翁
な
し
の
座
付
と
云
事
有
。
貴
人
外
仁
杯
の
俄
に

被
仰
付
御
能
な
と
に
、
翁
な
く
し
て
能
有
之
。
其

時
の
座
付
也
。

[24]

一
、
ひ
声
と
云
事
。
日
吉
と
吹
子
細
也
。
ひ
し
き
と
よ

む
也
。
ひ
声
と
可
云
能
ハ
習
在
之
。

[25]

一
、
脇
能
置
鼓
之
笛
之
事
、
第
一
秘
事
也
。
先
信
の
呂

を
吹
て
、
小
鼓
と
心
を
合
せ
て
、
い
か
に
も
た
＜

（
マ
マ
）

ま
し
く
本
の
音
取
を
吹
事
二
候
。
色
々
の
ゆ
び
有

へ
か
ら
す
。
色
え
の
指
と
ハ
お
と
る
指
の
事
也
。

脇
能
に
か
き
り
た
る
笛
の
習
也
。
吹
と
め
余
の
音

取
に
各
別
。

[26]

一
、
同
。
ゆ
り
の
な
き
音
と
り
あ
り
。
是
は
略
儀
た
り

と
い
へ
と
も
、
四
日
な
と
有
へ
き
う
ち
に
ハ
、
一

日
の
脇
の
能
に
可
在
之
。

[27]

一
、
か
い
こ
の
笛
之
事
。
習
有
。
但
こ
し
つ
肝
要
二
候
。

笛
手
く
た
り
を
覚
た
る
ハ
か
り
に
て
も
成
へ
か
ら

す
。
小
つ
：
ミ
と
こ
、
ろ
を
合
せ
て
、
脇
は
し
か
A

り
よ
り
舞
台
さ
き
へ
行
て
、
小
つ
、
ミ
打
上
ケ
候

28
か
い
こ
の
笛
之
事

ー
か
い
こ
の
事

笛
手
く
た
り
ー
笛

の
手
く
た
り

脇
ー
脇
大
臣

脇
能
に
か
き
り
た

る
笛
の
習
也

ー
脇
能
の
笛
に
か

き
る
事
候

26
第
一
秘
事
也
ー
ナ

シ呂
を
吹
い
て
ー
呂

を
吹
て
さ
て

25
ひ
し
き
と
よ
む
也
。

ひ
声
と
可
云
能
ハ

習
在
之
。
ー
可
秘
゜

24能
有
之
。
其
時
の

ー
能
在
之
時
の

ひ
し
き
信
に
吹
ー

ひ
声
あ
り

と
云
々
ー
云
々

迄
に
、
吹
も
あ
ま
さ
す
、
た
り
も
せ
ぬ
や
う
に
吹

合
る
物
二
て
、
脇
へ
も
よ
く
相
尋
候
ハ
ん
事
専
一

也
。
是
ハ
習
外
の
分
別
也
。

[28]

一
、
能
の
吹
様
と
云
は
、
高
砂
に
き
ハ
ま
る
事
二
て
、

此
一
番
の
吹
様
に
て
萬
の
能
の
吹
様
ハ
究
事
二
候
。

[29] 

一
、
次
第
の
笛
高
音
よ
り
吹
出
す
也
。
手
く
た
り
定
と

い
へ
と
も
、
を
そ
く
な
く
出
候
ハ
ヽ
、
末
ハ
吹
次

候
て
も
不
苦
候
。

[30]

一
、
「
今
お
始
め
の
旅
衣
、

l
¥、
日
も
行
末
え
そ
久
し

き
」
、
呂
を
吹
て
な
の
ら
す
る
。

[31]

一
、
「
旅
衣
、
末
は
る

l
＼
の
都
路
を
」
と
云
て
大
鼓
打

返
す
う
ち
、
か
ん
。

[32]

（
マ
マ
）

一
、
「
い
く
か
き
ぬ
ら
ん
跡
末
も
」
と
云
所
に
て
中
の
を

吹
。
是
よ
り
末
の
く
た
り
を
吹
か
け
て
、
謡
過
て

せ
り
ふ
に
な
る
迄
ゆ
う

l
＼
と
吹
と
む
る
也
。
採

ひ
し
き
也
。
是
お
惣
別
謡
の
一
く
た
り
の
吹
様
と

云
也
。

[33]

一
、
一
せ
い
の
笛
之
事
。
手
く
た
り
定
る
也
。
吹
出
か

ん
の
穴
よ
り
。
一
声
の
う
ち
、
な
か
し
に
て
も
こ

し
に
て
も
の
う
ち
笛
あ
る
へ
か
ら
す
。

[34]

一
、
「
尾
上
の
鏡
も
ひ

:v也
」
と
云
所
、
下
無
。

[35]

一
、
「
を
と
こ
そ
し
ほ
の
ミ
ち
ひ
な
れ
」
と
云
所
、
大
鼓

34
こ
し
に
て
も
の
う

ち
ー
こ
し
の
う
ち

"
 

ひ
し
き
ー
ひ
声

せ
り
ふ
ー
し
ら

と 末
の
く
た
り
ー
末

の
手
く
た
り

3
3中
の
~
の
か
ん

[31]
ナ
シ

出
候
ハ
、
ー
出
候

へ
ハ

30
吹
出
す
也
。
手
く

た
り
ー
吹
出
す
手

く
た
り

を
そ
く
な
<
|
お

そ
く
な
と

吹
合
る
物
二
て
1

吹
物
に
候

脇
へ
も
よ
く
相
尋

候
ハ
ん
事
専
一
也

ー
ナ
シ

是
ハ
習
外
ー
是
習

の
外

29
能
の
吹
様
と
云
は

ー
脇
能
と
一
云
は

吹
様
ハ
ー
吹
様
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こ
い
か
け
て
か
し
ら
を
う
ち
候
内
に
、
下
無
調
よ

り
吹
上
て
か
し
ら
う
ち
返
し
て
、
太
夫
さ
し
こ
と

謡
迄
に
、
呂
お
吹
と
む
る
様
に
有
へ
し
。

[36]

一
、
「
心
を
と
も
と
す
か
む
し
ろ
の
」
と
云
よ
り
、
「
お

と
つ
れ
ハ
」
と
謡
迄
に
呂
お
吹
出
し
て
、
大
鼓
う

ち
返
す
所
迄
に
吹
と
め
候
様
に
可
有
之
。

[37]

i

、
「
所
は
高
砂
の
」
、
つ
、
ミ
打
返
え
す
内
、
か
ん
。

[38] 

一
、
「
命
な
か
ら
へ
て
」
、
中
の
か
ん
。
そ
れ
よ
り
六
の

下
を
吹
て
、
「
そ
れ
も
久
し
き
名
所
か
な
、

l
¥」、

脇
大
臣
立
迄
に
吹
き
と
め
候
様
二
可
吹
。

[39]

一
、
「
四
海
波
し
つ
か
に
て
」
と
云
所
に
笛
有
へ
か
ら
す
。

[40] 

一
、
「
松
こ
そ
め
て
た
か
り
け
れ
」
と
云
所
に
、
中
の
か

ん
お
い
か
に
も
に
き
や
か
に
吹
、
そ
れ
よ
り
其
次

を
吹
か
け
て
、
「
君
の
恵
そ
有
か
た
き
」
と
謡
迄
に

吹
と
め
候
様
二
。

[41]

一
、
く
り
上
の
笛
之
事
。
「
南
枝
花
始
て
開
」
と
謡
間
の

笛
也
。
ゆ
り
の
数
七
ツ
也
。
「
然
に
此
松
ハ
」
と
謡

出
す
所
吟
声
通
る
様
に
。

[42]

一
、
「
い
き
と
し
い
け
る
物
こ
と
に
、
敷
島
の
陰
に
よ
る

と
か
や
」
、
「
い
き
と
し
」
の
あ
た
り
よ
り
さ
う
の

六
の
下
を
吹
て
、
曲
舞
へ
謂
子
の
よ
く
渡
る
様
二

可
吹
—
ナ
シ

40云
所
に
1
云
う
ち

41-
、

ー

「

こ

ナ

シか
ん
お
ー
か
ん

君
の
恵
そ
有
か
た

き
ー
君
の
め
く
み

は
あ
り
か
た
や

42
謡
出
す
所
吟
声
ー

謡
出
す
所
へ
吟
声

脇
大
臣
立
迄
に
1

脇
の
立
迄
に

39
そ
れ
よ
り
六
の
下

を
吹
て
、
「
そ
れ
も

久
し
き
名
所
か
な
、

l
¥」
|
-
、
「
そ

れ
も
久
し
き
名
所

か
な

l
¥
」
、
「
そ

れ
も
」
と
云
あ
た

り
よ
り
六
の
下
を

吹
て

37と
云
よ
り
ー
と
謡

よ
り

36太
夫
さ
し
こ
と
1

大
夫
身
か
へ
し
て
、

さ
し
こ
と

可
吹
也
。

[43]

一
、
曲
舞
上
ぬ
間
は
そ
A

と
吹
あ
け
て
よ
り
後
、
「
霜
は

お
け
と
も
」
と
云
あ
た
り
よ
り
ゆ
う

l
＼
と
高
音

を
吹
出
て
、
次
の
く
た
り
を
句
あ
ひ

l
＼
に
可
吹
゜

[44] 

一
、
「
け
に
名
を
え
た
る
松
か
え
の
」
、
中
。

[45]

一
、
「
住
吉
に
先
行
て
」
と
云
よ
り
、
高
ね
。

「
沖
の
方
へ
出
に
け
り
」
と
謡
所
を
吹
あ
ま
し
て
、

太
夫
か
く
屋
へ
入
間
の
さ
め
ぬ
様
に
吹
也
。

[46]

一
、
あ
い
を
ゆ
う
l
＼
可
申
果
時
分
よ
り
呂
を
吹
、
さ
て
、

あ
い
は
て
A

、
立
あ
か
り
候
迄
二
吹
と
め
候
。

[47] 

姦
竹
之
事
・

一
、
「
ほ
を
あ
け
て
」
、
鼓
打
返
す
内
、
か
ん
。

[48]

一
、
「
は
や
住
の
江
に
着
に
け
り
」
、
日
吉
。

[49]

一
、
後
の
出
は
の
笛
之
事
。
前
の
一
声
の
笛
に
重
而
か

ん
を
吹
き
そ
ら
し
て
、
い
か
に
も
は
ら
り
と
心
を

う
き
立
て
、
に
き
ー
＼
敷
吹
也
。

[50]

一
、
「
夜
る
の
鼓
の
拍
子
を
揃
へ
て
す
、
し
め
玉
へ
宮
つ

子
た
ち
」
、
妥
に
て
応
の
声
あ
り
。
習
。

[51]

一
、
「
二
月
の
雪
衣
に
お
つ
」
、
舞
の
吹
出
等
定
た
る
習
あ

り
。
同
初
段
の
お
ろ
し
、
是
又
定
た
る
儀
な
り
。
惣

而
笛
に
な
ま
り
た
る
事
を
嫌
ふ
と
い
へ
と
も
、
な
ま

る
ほ
と
つ
よ
く
ふ
く
へ
き
は
脇
能
也
。
い
き
を
た
ふ

52な
ま
り
た
る
ー
な

ま
る

51
宮
つ
子
た
ち
ー
宮

っ
た
ら

吹
そ
ら
し
て
ー
吹

そ
ら
し

50
笛
に
重
而
ー
笛
翫

而
49
日
吉
ー
ひ
声

48
高
音
之
事
ー
ナ
シ

45
中
ー
か
ん

4
3吹
也
—
可
吹
也

44曲
舞
ー
曲
舞
の

可
吹
—
可
吹
な
り

46
太
夫
ー
大
夫

47
ゆ
う

l
＼
ー
や
う

｛
 

あ
い
は
て
A

ー
あ

い
果
て
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l
＼
と
あ
ま
し
て
、
後
つ
よ
に
可
吹
。

[52]

一
、
「
千
秋
楽
ハ
民
お
な
て
」
と
謡
よ
り
は
つ
る
迄
、
い

か
に
も
ゆ
う

l
＼
と
下
無
調
よ
り
吹
上
て
ひ
し
き

也。右
是
を
惣
而
能
之
吹
様
と
云
也
。
此
外
は
有
へ
か

ら
す
。
但
取
入
た
る
習
口
伝
の
有
事
を
ハ
皆
是
よ

り
奥
に
し
る
す
。
極
意
之
秘
説
不
過
之
。

[53]

一

、

老

松

序

信

[54]

一
、
白
楽
天
破
草

[55]

一
、
放
生
川
急
草

右
此
三
番
を
信
の
序
と
云
。
手
の
く
た
り
定
た
る

也
。
太
鼓
の
頭
の
数
定
也
。
但
静
舞
な
と
に
て
は
、

五
く
さ
り
め
を
二
い
き
ぬ
い
て
吹
也
。
是
習
也
。

太
鼓
の
数
も
そ
れ
に
し
た
か
ふ
へ
し
。
此
三
番
に

大
和
か
、
り
と
京
か
、
り
と
相
違
有
。
京
に
ハ
老

松
、
白
楽
天
、
放
生
川
と
を
序
破
急
と
定
候
。
大

和
か
:
り
ハ
白
楽
天
、
老
松
、
放
生
川
と
申
候
。

位
如
此
。
両
座
の
分
別
有
儀
也
。
但
放
生
川
に
ハ

序
の
内
の
お
ろ
し
不
有
之
と
云
々
。

[56]

一
、
伏
見
。
信
之
序
に
昔
ハ
吹
候
事
有
。
今
ハ
常
の
神

舞
也
。

[57]

一
、
志
賀
。
神
舞
。
陽
神
。
位
高
砂
同
前
也
。

[58]

一
、
難
波
。
前
は
天
女
之
舞
、
後
は
働
之
舞
也
。

[59]

58陽
神
。
位
高
砂
同

前
也
ー
ナ
シ

5
6数
—
数
も

静
舞
~
敷
乱
舞

位
如
此
。
両
座
の

分
別
有
骰
也
ー
信

両
座
の
分
別
有
ヘ

き
儀
也

不
有
之
と
1
k
々

|

不
可
在
之
云
々

57
吹
候
事
有
ー
吹
事

も
有

今
ハ
ー
ナ
シ

取
入
た
る
ー
取
分

た
る

有
へ
か
ら
す
ー
す

へ
か
ら
す

53
ひ
し
き
ー
ひ
声

一
、
修
羅
に
ハ
舞
な
き
物
也
。
さ
れ
と
も
草
苅
敦
盛
ハ
、

「
拍
子
を
揃
へ
声
を
上
け
」
と
謡
に
依
て
序
の
破
と

吹
。
あ
つ
盛
は
笛
の
沙
汰
在
之
能
な
れ
ハ
、
其
か

ん
な
く
し
て
ハ
不
可
叶
事
也
。
「
あ
の
上
野
に
あ
た

つ
て
笛
の
音
の
聞
へ
候
」
と
い
ふ
ま
へ
に
中
の
か

ん
を
吹
て
、
其
次
の
く
た
り
を
不
吹
し
て
ま
ち
て
、

「
笛
の
音
の
聞
へ
候
」
と
い
は
す
る
や
う
に
可
有
之
。

「
草
刈
り
の
吹
笛
な
ら
ハ
是
も
名
は
青
葉
の
笛
と

お
ほ
し
召
せ
」
と
謡
内
に
、
悌
と
い
ふ
吹
様
有
。

[60] 

一
、
清
経
ハ
別
而
習
有
。
「
ね
ら
れ
ぬ
に
か
た
ふ
く
る
、

枕
や
恋
を
し
ら
す
ら
ん
」
と
謡
て
な
に
な
し
に
太

夫
す
こ

l
＼
と
出
る
。
「
聖
人
に
夢
な
し
」
と
い
ひ

出
す
間
の
笛
之
事
。
習
又
分
別
有
。
か
様
の
所
を

無
文
の
能
の
習
と
い
ふ
。

[61]

一
、
こ
し
よ
り
や
う
て
う
ぬ
き
い
た
し
、
音
も
す
ミ
や

か
に
吹
な
ら
し
」
と
謡
所
、
是
も
す
ミ
渡
り
た
る

吹
様
也
。
下
無
調
よ
り
吹
上
る
や
う
に
吹
也
。

[62] 

一
、
後
の
は
た
ら
き
の
事
。
八
島
な
と
に
ハ
大
き
に
替

へ
き
也
。
八
島
は
「
又
修
羅
道
の
時
の
声
」
と
い

ふ
て
よ
り
気
を
か
へ
て
い
さ
む
心
を
持
、
清
経
は
、

「
う
き
音
に
し
つ
む
な
ミ
た
の
雨
の
恨
め
し
か
り
け

63
八
島
は
ー
ナ
シ

吹
上
る
ー
ゆ
り
あ

く
る

62
吹
様
也
ー
様
な
り

い
ひ
出
す
—
謡
出

す 枕
や
恋
を
し
ら
す

ら
ん
ー
枕
や
恋
を

し
ら
す
ら
ん

l
¥

腐
経
ハ
ー
消
経
な

゜

と
も

5
 

4
 

ね
ら
れ
ぬ
に
ー
一
、

ね
ら
れ
ぬ
に

あ
つ
盛
は
ー
惣
し

て
あ
つ
も
り
ハ

序
の
破
と
吹
ー
破

と
ハ
吹

60-
、
ー
「
一
」
ナ
シ



る
契
り
哉
」
と
謡
て
、
な
く
内
よ
り
吹
出
す
働
な

れ
は
、
心
持
し
う
た
ん
に
思
ひ
入
た
る
や
う
也
。

能
々
分
別
有
へ
き
儀
也
。

[63]

一

、

江

口

信

序

釆

女

草

破

芭

蕉

草

急

右
此
三
番
お
女
の
信
の
序
と
上
古
に
ハ
申
候
。
今

は
、
脇
能
に
信
の
序
有
な
れ
ハ
と
て
、
本
の
序
と

云
。
別
而
習
有
。
初
心
に
て
ハ
不
吹
序
也
。
大
鼓

（ママ）

小
鼓
も
覚
語
す
る
人
稀
也
。
平
詞
返
に
な
る
其

請
様
有
へ
し
。
扱
舞
に
か
：
る
所
に
ニ
ツ
の
吹
様

有
。
殊
更
千
賀
意
流
の
秘
す
る
所
也
。

江
口
。
舟
に
乗
内
に
忘
手
と
云
事
除
也
。
釆
女
。
「
此

の
山
に
住
玉
へ
は
、
わ
し
の
高
根
と
も
」
と
云
処
、

か
ん
の
指
よ
り
吹
上
て
、
末
を
つ
な
る
。

芭
蕉
。
後
の
出
ハ
、
「
あ
ら
物
す
こ
の
庭
の
面
や
」

と
云
所
、
其
吟
声
の
渡
る
様
に
心
持
有
へ
き
也
。

惣
而
本
の
序
と
云
ハ
、
手
く
た
り
吹
様
定
り
た
る

ま
＼
、
縦
鼓
よ
り
か
、
る
と
云
と
も
、
吹
は
て
す

し
て
ハ
舞
に
か
、
る
へ
か
ら
す
。
さ
れ
は
花
伝
抄

に
君
臣
の
位
を
お
も
へ
と
有
、
此
事
也
。
諸
道
の

内
に
太
夫
を
君
の
位
と
い
ふ
は
勿
論
の
儀
也
。
つ
、

ミ
を
君
に
し
て
、
太
鼓
、
笛
を
臣
に
す
る
能
も
あ
り
。

つ
な
る
ー
つ
な
く

舞
に
か
、
る
ー
探

に
成

太
夫
を
君
の
位
と

い
ふ
は
勿
論
の
儀

也
ー
ナ
シ

笛
臣
ー
笛
を
臣

と
云
所
、
其
吟
声

ー
と
云
其
吟
声

其
ー
よ
り

初
心
に
て
ハ
不
吹

序
也
ー
ナ
シ

64草
ー
同

な
く
内
よ
り
ー
な

？
 

く
よ
り

此
等
の
三
番
ハ
本
の
序
と
名
付
る
よ
り
し
て
ハ
、

序
は
笛
か
君
の
位
に
し
て
跛
ハ
臣
た
る
へ
し
。
例

笛
を
正
敷
は
や
す
へ
き
事
也
。

[64]

一
、
野
々
宮
。
「
人
々
な
か
え
に
取
っ
き
っ
、
」
と
謡
よ

り
に
き
／
~
敷
吹
て
、
「
月
に
と
返
す
け
し
き
哉
」
、

高
音
を
吹
返
し
て
ゆ
り
有
へ
し
。
舞
に
か
、
る
跡

を
、
い
か
に
も
信
に
う
つ
く
し
く
と
云
事
に
、
当

時
人
の
ま
と
ふ
事
有
。
是
た
ん
れ
ん
の
な
き
故
也
。

笛
お
う
つ
く
し
く
と
云
事
を
、
よ
ハ
き
と
心
ゆ
る
、

伯
か
様
の
う
つ
く
し
く
よ
ハ
き
能
を
、
つ
よ
く
あ

ら
け
な
く
吹
故
に
、
其
は
や
し
の
ら
ぬ
物
也
。
さ

様
の
人
は
つ
よ
き
と
云
事
ハ
、
音
を
ふ
と
く
、
た

く
ま
し
く
吹
を
つ
よ
き
と
心
得
、
な
へ
ら
か
に
ふ

き
、
其
能
に
似
合
候
を
よ
ハ
く
し
て
、
う
れ
へ
に

成
と
斗
心
得
候
。
相
伝
な
き
事
成
へ
し
。
た
と
へ

は
花
を
吹
風
は
、
よ
ハ
き
お
も
つ
よ
く
思
ふ
。
是

花
の
よ
ハ
く
あ
た
な
る
を
惜
故
也
。
松
に
吹
嵐
は
、

つ
よ
け
れ
と
も
い
と
は
す
。
是
松
の
つ
よ
く
あ
る

に
依
て
な
り
。
よ
ハ
き
能
を
花
に
た
と
へ
て
、
嵐

を
強
く
ふ
か
せ
て
ハ
、
い
か
上
有
へ
き
。
よ
く
分

別
か
ん
用
。
さ
れ
ハ
物
毎
に
陰
陽
の
心
さ
し
を
わ

す
る
へ
か
ら
す
。
以
て
お
な
し
。
た
、
あ
ら
け
な

く
た
A

＜
斗
り
ハ
、
つ
よ
か
ら
す
。
つ
よ
か
る
ヘ

以
て
お
な
し
ー
是

ハ
笛
一
道
に
不
可

限
、
鼓
大
こ
皆
以

お
な
し

さ
れ
ハ
ー
あ
ら
さ

れ
は

つ
よ
く
あ
る
に
ー
~

つ
よ
き
に

よ
ハ
く
ー
ゆ
わ
く

し
て

相
伝
な
き
事
成
へ

し
ー
相
伝
分
別
の

な
き
事
な
る
へ
し

さ
様
の
人
ー
其
人

其
能
に
ー
其
物
に

た
ん
れ
ん
ー
た
ん

で
ん

跡
ー
所

名
付
る
よ
り
し
て

ハ
、
序
は
ー
名
つ

く
る
事
よ
り
し
て
、

序
ハ

正
敷
ー
正
に

65
と
謡
よ
り
ー
と
謡

っヽち
う
つ
く
し
く
と
云

事
に
1
う
つ
く
し

く
か
A

る
へ
し
。

惣
而
笛
の
う
つ
く

し
く
と
云
事
に

451 



[65] 

一
、
定
家
。
あ
ひ
の
う
た
ひ
「
草
の
か
け
な
る
露
の
身
」

と
謡
処
、
一
日
ひ
や
う
し
と
な
り
、
高
ね
を
吹
て
、

次
を
「
弔
ふ
ゑ
ん
は
有
難
や
」
と
う
た
ふ
て
も
笛

を
吹
あ
ま
し
て
、
「
夢
か
と
よ
」
謡
出
す
吟
声
通
つ

る
や
う
に
、
呂
よ
り
わ
た
す
へ
し
。
此
等
を
習
の

極
意
と
す
。
此
序
名
の
あ
る
舞
也
。
信
の
序
に
て

も
な
く
、
又
常
の
序
に
て
も
有
へ
か
ら
す
。
日
ひ

ゃ
う
し
を
離
る
、
と
云
事
、
此
舞
の
内
に
き
わ
ま

る
也
。

[66]

一
、
夕
兒
。
序
の
破
、
吹
と
め
呂
に
と
む
る
。

[
6
7
]
6
7
タ
兒
ー
タ
顔

一
、
朝
兒
。
序
の
舞
、
か
ん
よ
り
吹
出
す
。

[
6
8
]
6
8朝
兒
ー
朝
頗

一
、
誓
願
寺
。
序
の
舞
、
心
持
専
な
る
能
。
殊
勝
に
し
て
、

さ
す
か
き
や
し
や
な
る
か
た
を
本
と
す
る
也
。

[69] 

一
、
羽
衣
。
う
き
l
＼
と
し
た
る
序
の
舞
也
。

物
着
あ
り
。
後
の
は
た
ら
き
の
舞
、
少
ひ
き
た
て
、
▲

よ
き
な
り
。

[70]

一
、
当
麻
。
「
花
ふ
り
い
き
や
う
く
ん
し
」
と
云
あ
た
り

よ
り
、
ゆ
う

l
＼
と
中
の
か
ん
へ
吹
そ
ら
し
て
、

太
夫
か
く
や
へ
入
迄
に
吹
と
め
候
様
二
。
は
の
ま

い
也
。
い
か
に
も
さ
し
は
つ
て
つ
よ
し
。

[71]

き
を
よ
ハ
く
せ
ん
こ
そ
口
お
し
き
事
成
へ
け
れ
。

70物
滸
ー
草
の
物
滸

日
ひ
や
う
し
ー
ひ

ゃ
う
し

謡
出
す
ー
と
謡
出

す通
つ
る
ー
通
す
る

66
一
日
ひ
や
う
し
と

な
り
ー
一
ひ
や
う

し
也

口
お
し
き
事
成
へ

け
れ
ー
ロ
お
し
け

れ

一
、
百
万
。
「
比
目
の
枕
し
き
波
の
、
哀
は
か
な
き
」
と

云
所
、
昔
よ
り
沙
汰
有
。
お
と
し
か
く
る
色
え
と

云
手
有
。

[72]

一
、
杜
若
。
い
か
に
も
す
く
ひ
立
て
か
ろ
き
舞
也
。
少

も
し
つ
ま
ぬ
能
也
。
草
の
物
着
あ
り
。
観
世
方
ハ

白
は
や
し
也
。
秘
事
。

[73]

-
、
小
塩
。
序
之
舞
、
静
に
か
ろ
く
、
い
か
に
も
し
ん

し
や
う
に
ほ
け

l
＼
と
吹
。

[74]

一
、
那
郡
。
「
玉
の
み
こ
し
に
の
り
の
道
」
と
云
所
を
、

か
ん
を
に
き
や
か
に
吹
そ
ら
し
て
、
「
上
人
と
成
そ

ふ
し
き
な
る
」
と
云
て
ら
ん
し
や
う
な
り
。
こ
、

ハ
い
か
に
も
い
そ
き
て
出
る
所
な
り
。
楽
の
事
別

而
習
有
。
夢
の
内
の
舞
と
て
、
吹
出
余
の
能
に
各

別
な
り
。
台
よ
り
お
り
て
よ
り
少
を
し
た
て
、
‘

次
第
に
つ
む
る
也
。
黄
鐘
た
る
へ
し
。
若
急
二
な

つ
て
ハ
、
盤
渉
へ
う
つ
し
な
と
し
て
も
不
苦
候
。

但
つ
き
能
杯
に
在
之
ハ
、
て
う
し
其
ま
、
た
る
ヘ

し。

[75]

一
、
富
士
太
鼓
。
「
今
は
歎
く
に
其
甲
斐
も
な
き
跡
に
残

る
思
ひ
子
を
」
と
云
所
、
う
れ
へ
の
手
を
吹
下
し
て
、

ゆ
り
あ
け
て
末
を
ふ
き
つ
く
へ
し
。
楽
の
事
。
是

又
余
の
能
に
各
別
せ
り
。
哀
傷
の
楽
是
也
。
黄
色

の
時
は
定
た
る
手
色
あ
り
。
大
略
盤
渉
可
然
候
。

つ
き
ー
ナ
シ

76
定
た
る
ー
究
た
る

余
の
能
に
各
別
な

り
ー
余
能
に
各
別

せ
り

73
草
の
物
哨
あ
り
。

観
世
方
は
白
は
や

し
也
。
秘
軍
ー
ナ

シ
74
か
ろ
く
、
ー
か
ろ

し別
而
ー
分
而

75
ら
ん
し
や
う
ー
草

の
ら
ん
し
や
う

72
沙
汰
有
ー
沙
汰
有

也
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吹
出
し
定
な
り
。
習
有
。

[76]

一
、
唐
船
。
楽
、
船
中
に
て
の
事
な
れ
は
、
余
の
能
ニ

ひ
き
か
へ
て
、
か
ろ
く
う
き
ー
＼
と
可
吹
。
惣
而

楽
ハ
し
つ
か
に
有
物
な
れ
と
も
、
此
能
は
帰
国
を

悦
と
、
又
し
つ
む
事
を
い
む
に
よ
っ
て
、
う
き
や

か
に
よ
く
乗
心
持
よ
く
候
。

[77]

一
、
関
寺
小
町
。
京
か
、
り
ハ
、
「
百
と
せ
は
」
と
謡
て

よ
り
呂
よ
り
色
え
て
舞
に
か
：
令
か
ら
ひ
て
き

や
し
や
に
吹
。
大
事
の
習
有
之
。

[78]

一
、
通
小
町
。
「
な
ミ
た
の
雨
か
」
と
云
て
は
た
ら
く
也
。

「
あ
ら
く
ら
の
夜
や
」
と
云
所
の
色
え
な
れ
は
、
い

か
に
も
し
つ
か
に
吹
あ
く
る
也
。
盤
渉
に
夜
る
の

遠
音
と
云
手
有
。

[79]

一
、
卒
都
波
小
町
。
「
し
や
う
ゑ
の
袴
か
い
と
つ
て
」
、

是
ハ
吹
出
し
に
習
有
。
す
く
ひ
あ
く
る
ゆ
り
と
云

色
え
な
り
。
猶
可
尋
之
。

[80]

一
、
道
成
寺
。
乱
拍
子
の
笛
之
事
。
是
定
た
る
習
有
。

各
別
の
呂
有
。
吹
出
之
事
。
控
の
段
よ
り
小
つ
、

ミ
打
入
て
、
か
し
ら
を
う
ち
て
も
と
の
地
へ
な
し

て
、
太
夫
「
み
ち
な
り
の
き
や
う
」
と
謡
出
ま
へ

に
吹
と
め
て
、
呂
の
吟
声
の
通
す
る
や
う
に
可
吹
゜

舞
ハ
は
の
は
也
。
い
か
に
も
か
ろ

l
＼
と
吹
重
也
。

口
伝
有
。

[81]

口
伝
有
—
ナ
シ

吹
重
也
|
吹

8
1も
と
の
—
又
も
と

の太
夫
|
大
夫

80卒
都
波
ー
そ
と
ハ

ゆ
り
ー
ナ
シ

吹
き
あ
く
る
ー
呂

よ
り
吹
あ
く
る

盤
渉
に
夜
る
の
遠

音
と
云
手
有

—
ナ
シ

と
云
所
の
色
え
な

れ
は
ー
と
云
出
色

え
な
れ
ハ

79
は
た
ら
く
也
ー
は

た
ら
き

78
下
無
調
ー
ナ
シ

大
事
の
習
有
之
ー

ナ
シ

よ
く
乗
心
持
よ
く

候
ー
乗
か
よ
く
候

77
此
能
は
帰
国
を
悦

と
—
此
一
番
は
焙

国
悦
と

習
有
ー
ナ
シ

一
、
と
を
る
。

「
あ
ら
昔
恋
し
や
」
と
云
所
、
恋
乃
音
取
を
吹
下

し
て
、
ゆ
り
あ
く
る
手
を
吹
也
。
舞
は
は
也
。

尺
”
民
作
＂
笏

き
う
の
急
也
。
又
尺
乃
舞
と
云
事
有
。
昔
ハ
一
廻

候
間
し
ら
は
た
ら
き
に
し
て
、
太
夫
働
を
見
て
舞

に
か
、
る
と
申
候
。
今
程
は
い
か
A

。
但
太
夫
を

能
可
見
事
専
一
也
。

[82]

一
、
松
山
鏡
。
「
父
は
泊
に
か
き
暮
て
」
と
云
所
、
う
れ

へ
の
手
を
吹
。
は
や
笛
。

[83]

一
、
鞍
馬
天
狗
。
「
花
そ
知
る
へ
な
る
、
こ
な
た
へ
」
と

云
所
合
、
下
無
調
よ
り
吹
上
ル
。
速
笛
。
働
ハ
舞
也
。

常
の
は
や
き
舞
の
様
に
候
へ
は
、
太
夫
の
さ
バ
き

な
ら
ぬ
よ
し
。
い
か
に
も
吹
き
み
た
し
て
ハ
ら
り

と
吹
。

[84]

一
、
愛
染
川
。
「
あ
い
そ
め
川
に
身
を
な
く
る
」
と
い
ふ

（ママ）
云
所
に
て
、
う
れ
へ
の
手
を
吹
也
。

[85]

一
、
常
陸
帯
。
「
契
り
か
け
た
り
や
、
か
ま
ひ
て
守
り
玉

へ
や
」
、
恋
乃
音
取
を
吹
也
。

[86]

一
、
二
人
静
、
吉
野
静
、
紅
葉
狩
゜

此
一
＿
一
番
ハ
陰
に
謡
と
む
る
能
な
れ
は
、
呂
よ
り
吹

上
る
。
か
様
の
事
い
つ
れ
に
も
可
渡
候
也
。
又
陽

に
謡
留
る
能
は
高
音
よ
り
吹
出
。
陰
に
て
も
陽
に

て
も
な
く
、
中
に
謡
と
む
る
能
有
。
た
と
へ
は
、

8
6
恋
乃
音
取
を
吹
也

|
恋
乃
音
取

87此
1

一
一
番
ハ
ー
此
＝
―

番い
つ
れ
に
も
—
い

つ
れ
も

可
渡
候
也
—
可
渡

候
8
5所
に
て
—
所

太
夫
の
さ
バ
き
な

ら
ぬ
よ
し
ー
大
夫

の
さ
は
き
な
ら
ぬ

由
申
候

8
3松
山
鏡
—
松
乃
鏡

84と
云
所
合
ー
と
云

よ
り

下
無
調
よ
り
吹
上

ル
ー
呂
よ
り
吹
上

速
笛
ー
是
も
早
笛

今
程
は
い
か

,o

但
太
夫
を
能
可
見

事
専
一
也
—
ナ
シ

と
申
候
—
と
云

8
2
尺
当
レ
作
＂
笏
—
ナ

シ太
夫
働
を
見
て

1

さ
て
大
夫
を
み
て
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千
寿
重
衝
、
「
忘
め
や
」
な
と
謡
と
む
る
や
う
な
る

能
お
は
、
下
無
調
よ
り
高
ね
へ
吹
わ
た
す
。
是
等

の
事
一
段
秘
す
る
事
に
候
。

[87]

一
、
盛
久
、
春
栄
、
御
前
鉢
木
、
七
騎
落
等
の
男
舞
之
事
、

88
七
騎
落
ー
ナ
シ

何
も
同
位
た
る
へ
し
。
第
一
、
男
舞
ハ
つ
よ
く
少

も
た
る
ま
ぬ
や
う
に
可
吹
也
。

[88]

一
、
是
戒
、
大
會
等
の
早
笛
、
何
も
し
つ
か
に
い
か
に

も
よ
く
の
り
て
吹
事
候
。

[89]

一
、
張
良
、
昭
君
、
鵜
飼
等
の
早
笛
ハ
い
か
に
も
急
に
吹
。
9
0早
笛
ハ
—
早
笛

ま
こ
と
の
は
や
笛
成
へ
し
。
惣
而
鬼
の
能
に
ニ
ッ

の
名
あ
り
。
り
き
と
う
、
さ
い
と
う
と
云
。
り
き

と
う
ハ
い
か
に
も
力
を
入
て
静
成
は
や
笛
也
。
さ

い
と
う
と
云
は
か
ろ
く
は
や
し
、
お
も
て
お
云
時

ハ
、
大
へ
し
ミ
を
力
と
う
と
い
ひ
、
と
び
て
お
さ

い
と
う
と
云
也
。
是
あ
う
ん
の
ニ
ツ
也
。
是
お
分

別
す
れ
ハ
速
笛
之
位
ハ
究
者
也
。

[90]

一
、
錦
木
、
松
虫
等
の
黒
か
し
ら
の
能
は
、
う
き

l
¥

と
し
て
、
ふ
ミ
と
め
ぬ
は
や
し
也
。
吹
出
し
は
相

違
せ
り
。

[91]

一
、
西
行
桜
、
遊
行
柳
。
何
も
序
之
舞
也
。

老
木
の
花
の
せ
い
、
朽
木
の
柳
の
せ
い
な
れ
は
、

女
の
序
杯
に
吹
は
不
似
合
候
。
少
か
ら
ひ
て
ほ
け

l
＼
と
可
吹
也
。

[92]

92
遊
行
柳
。
何
も
1

ナシ
朽
木
の
柳
の
せ
い

—
ナ
シ

吹
は
|
吹
も

速
笛
ー
早
笛

91
能
は
ー
能

吹
出
し
は
ー
吹
出

か
ろ
く
は
や
し
1

か
ろ
く
し
て
は
や

し は
や
笛
ー
早
笛

り
き
と
う
ハ
ー
り

き
と
う
と
云
ハ

一
、
海
人
。
出
羽
の
笛
た
く
ま
し
く
ふ
き
、
「
あ
ら
有
難

の
御
経
や
」
、
中
よ
り
吹
出
ス
。
舞
に
か
、
る
所
、

京
か
A

り
ハ
、
経
を
大
臣
に
渡
ス
を
見
て
舞
に
か
A

る
。
大
和
か
、
り
ハ
、
経
を
渡
し
て
仕
手
柱
の
き

ハ
迄
立
退
、
大
臣
を
つ
く

l
＼
見
て
な
く
を
見
か

け
て
な
舞
に
か
、
る
。
然
れ
共
時
に
よ
る
事
な
れ

ハ
、
専
に
仕
手
を
見
る
へ
き
也
。

[93]

一
、
遊
屋
。
文
の
末
に
「
ふ
る
こ
と
迄
も
思
ひ
出
の
、

な
ミ
た
」
と
云
所
り
よ
を
吹
。
「
よ
し
や
よ
し
な
き

世
の
な
ら
ひ
」
と
云
所
、
中
よ
り
お
と
し
か
く
る

手
を
吹
。
本
の
く
り
あ
け
に
て
ハ
あ
る
へ
か
ら
す
。

舞
の
事
。
京
か
：
り
ハ
、
「
ふ
か
き
情
を
人
や
し
る
」

と
云
内
よ
り
吹
出
し
て
、
色
え
て
舞
に
か
：
る
。

大
和
か
、
リ
ハ
、
「
な
に
と
舞
お
ま
へ
と
候
哉
、
中

l
＼
の
事
」
と
こ
た
へ
て
、
大
つ
、
ミ
か
し
ら
を

う
け
て
は
に
か
：
る
。
両
座
の
相
違
是
也
。
「
ち
る

ハ
涅
か
」
、
愛
の
色
え
短
冊
之
段
迄
の
笛
吹
合
大
事

也
。
縦
い
か
様
に
吹
つ
き
候
共
、
け
ん
か
く
に
な

き
様
に
、
つ
き
め
見
へ
ぬ
や
う
に
吹
事
か
ん
用
也
。

[94] 

一
、
三
輪
。
「
下
樋
の
水
音
も
苔
に
聞
へ
て
閑
な
る
」
と

云
所
、
お
と
し
か
く
る
と
云
手
を
吹
。
た
と
へ
は

百
萬
の
「
比
目
の
枕
し
き
波
の
」
と
云
手
同
前
。

云
ー
謡

9
3海
人
~
士

見
て
舞
に
か
、
る

ー
み
て
か
、
り
候
、

又仕
手
柱
の
き
ハ
迄

立
退
—
一
廻
し
て
、

し
て
柱
の
入
際
に

て
94遊
屋
ー
遊
や

こ
た
へ
て
ー
う
た

い
て

大
つ
、
ミ
か
し
ら

ー
大
鼓
の
頭

泊
か
ー
涙
の
川
や

ら
ん

笛
吹
合
ー
笛
の
吹

合つ
き
め
見
え
ぬ
—

つ
き
め
の
み
え
ぬ
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信
の
神
楽
也
。
七
五
一
二
の
ゆ
り
と
云
事
、
序
の
内

に
あ
り
。
秘
す
る
事
也
。
七
五
三
と
書
て
幣
と
よ

む
也
。
七
と
ハ
天
神
七
代
を
へ
う
せ
り
。
五
と
ハ
、

地
神
五
代
と
云
儀
也
。
三
と
ハ
、
天
地
人
の
三
さ

い
と
云
俄
也
。
是
を
吹
事
二
候
。
さ
い
と
ハ
ま
つ

り
こ
と
、
よ
む
よ
し
也
。
お
ろ
そ
か
に
思
ふ
へ
か

ら
す
。
又
三
輪
と
杜
若
、
こ
の
二
番
京
か
A

り
に

白
は
や
し
と
云
事
あ
り
。
三
輪
ハ
信
、
杜
若
は
草
也
。

笛
、
三
輪
に
定
た
る
吹
様
あ
り
。
弐
段
ゆ
り
と
云

事
有
。
一
段
秘
事
也
。
但
自
然
笛
の
手
下
り
習
覚

た
り
と
て
、
仮
初
に
も
詞
に
云
出
す
事
な
か
れ
。

諸
道
名
を
得
た
る
衆
参
会
の
時
も
白
は
や
し
と
云

事
無
之
儀
也
。
ま
し
て
其
外
の
事
ハ
中
々
。
神
楽

ハ
扇
を
ひ
ら
き
て
よ
り
舞
に
吹
。

[95]

一
、
立
田
。
お
な
し
神
楽
な
れ
と
も
、
少
の
草
の
心
持
有
。
9
6少
の
—
少

三
輪
ハ
か
ら
ひ
て
殊
勝
二
、
立
田
ハ
う
つ
く
し
く
三
輪
ハ
か
ら
ひ
て

殊
勝
二
、
立
田
ハ

吹
、
ご
へ
い
を
捨
て
よ
り
舞
に
吹
。

[96]

う
つ
く
し
く
吹
ー

ナ
シ

一
、
あ
た
か
。
ゅ
う
僧
乃
舞
な
れ
は
、
い
か
に
も
つ
よ

く
可
吹
也
。
当
時
お
と
こ
舞
の
こ
と
く
吹
出
候
事
、

97
こ
と
く
ー
様
ニ

以
外
の
あ
や
ま
り
也
。

[97]

一
、
小
督
。
「
さ
こ
そ
心
も
す
ミ
渡
る
」
な
と
こ
云
所
、

景
気
の
お
も
し
ろ
き
や
う
に
ゆ
う
l
＼
と
か
ん
よ

り
吹
候
て
よ
く
候
。
舞
の
事
。
是
も
男
舞
の
様
に

98
景
気
の

I
景
気

様
に
ー
様
に
は

三
さ
い
と
云
俄
也
。

是
を
吹
事
二
候
ー

三
さ
い
と
言
俄
を

似
、
是
を
吹
事
ニ

候笛
三
輪
に
1

心由の

下
り
三
輪
に
覚
た

り
と
て
ー
覚
た
る

とて詞
に
ー
詞
に
も

衆
—
者

七
五
三
と
曾
て
1

則
七
五
三
と
書
て

95
信
の
神
楽
也
ー
信

の
神
楽
是
な
り

吹
す
候
。
高
ね
よ
り
は
に
か
：
る
、
う
き
た
ち
て

き
や
し
や
な
る
舞
也
。
可
有
分
別
候

[98]

一
、
松
風
村
雨
。
「
あ
の
山
本
の
里
ま
て
ハ
ほ
と
遠
く
候

程
に
、
是
成
海
士
の
塩
や
に
立
越
一
夜
を
あ
か
さ

は
や
と
思
ひ
候
」
と
云
時
、
ひ
し
き
候
。
小
鼓
よ

り
打
出
す
も
有
。
一
声
の
う
ち
い
か
に
も
し
め
や

か
に
可
吹
。
「
よ
せ
て
ハ
か
へ
る
か
た
ほ
な
ミ
」
と

云
所
よ
り
、
か
ん
の
指
よ
り
吹
返
し
て
、
「
あ
し
へ

の
田
鶴
こ
そ
ハ
た
ち
さ
ハ
け
、
四
方
の
嵐
も
音
そ

へ
て
」
と
謡
迄
に
吹
候
は
て
不
叶
手
く
た
り
也
。

秘
事
。

し
ん
の
物
着
は
ほ
の
か
に
吹
出
。
あ
い
し
や
う
の

物
着
と
も
云
。
三
重
の
心
持
あ
る
に
よ
り
、
物
着

之
段
と
云
。
口
伝
有
。

舞
之
事
。
「
立
わ
か
れ
」
と
云
う
よ
り
中
の
指
よ

り
吹
出
。
後
の
働
之
舞
、
お
ろ
し
あ
る
へ
か
ら
す
。

但
余
の
能
と
不
混
、
松
に
執
心
し
て
太
夫
え
た
に

た
ハ
ふ
れ
ゆ
う
を
す
る
見
か
け
て
よ
り
、
少
吹
そ

ら
し
て
吹
手
あ
り
。
さ
り
な
か
ら
座
敷
な
と
に
て

ハ
、
人
の
耳
に
立
事
な
れ
ハ
無
用
に
候
。
ひ
つ
と

吹
と
む
る
。

[99]

一
、
楊
貴
妃
。
「
哀
こ
て
う
の
舞
な
ら
ん
」
、
そ
の
は
た

ら
き
松
風
の
舞
の
吹
出
と
同
前
。
序
之
舞
也
。
い

能
と
不
混
ー
能
に

不混 下
無
調
之
事
ー
ナ

シ あ
る
に
よ
り
ー
あ

る
に
よ
り
て

物
着
は
ー
物
着
也
。

秘
事
—
秘
事
也

ひ
し
き
候
ー
ひ
声

を吹打
出
す
も
有
ー
打

出 高
ね
よ
り
は
に

か
、
る
ー
大
家
か

ふ
り
に
て
ま
ふ
な

れ
ハ
、
高
音
よ
り

は
に
か
、
る

9
9塩
や
に
—
塩
に

松
に
執
心
し
て
太

夫
え
た
に
た
は
ふ

れ
ゆ
う
を
す
る

ー
松
の
枝
に
た
は

ふ
れ
大
夫
ゆ
う
を

す
る
を

座
敷
ー
吊
の
座
敷
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か
に
も
し
め
や
か
に
お
も
ひ
入
て
可
吹
。
高
音
合

吹
お
ろ
し
て
ゆ
り
有
へ
し
。
か
：
生
所
い
か
に
も

し
ん
に
。
惣
而
有
文
無
文
と
て
、
能
と
心
持
専
一
也
。

こ
の
能
有
文
の
能
也
。
一
か
と
け
た
か
く
地
し
ミ

の
な
き
や
う
に
、
り
よ
よ
り
か
：
兌

[100]

△
加
観
世
与
左
衛
門
国
広
雑
談
に
い
は
く
、
楊
貴
妃

は
玄
宗
皇
帝
ノ
天
上
在
テ
、
け
い
し
や
う
う
ゐ
の

曲
を
習
給
ひ
て
楊
貴
妃
に
お
し
へ
給
ひ
し
能
な
れ

は
、
結
構
な
る
う
つ
く
し
き
能
は
不
可
過
敷
と

云
々
。

[101]

一
、
東
岸
居
士
。
「
あ
そ
ひ
た
わ
ふ
れ
舞
と
か
や
」
、
は

の
ま
ひ
か
ろ
く
す
く
ひ
た
て
、
吹
。
か
つ
こ
お
吹

前
一
段
舞
也
。
中
三
た
ん
、
か
つ
こ
後
一
段
舞
。
以

上
五
段
と
て
可
心
得
侯
也
。

[102]

一
、
自
然
居
士
。
「
つ
れ
な
き
人
の
心
か
な
」
、
舞
。

い
か
に
も
う
き

l
＼
と
吹
。
か
つ
こ
ハ
や
か
て

か
、
る
後
、
舞
に
吹
゜

惣
而
か
つ
こ
の
名
は
さ
か
り
は
と
云
也
。
さ
う
の

は
や
し
也
。
は
や
き
ハ
か
つ
て
ふ
か
れ
す
候
。
又

し
つ
ミ
過
た
る
も
わ
ろ
く
候
。
う
き
た
ち
て
の
る

ゃ
う
な
る
へ
し
。

[103]

一
、
太
平
楽
。
わ
た
り
拍
子
後
舞
有
。

[104]

一
、
浦
島
。
は
の
ま
い
也
。

[105]

の
る
や
う
な
る
ヘ

し
ー
の
る
や
う
に

可
吹

う
き
た
ち
て
ー
ょ

く
う
き
た
ち
て

103吹
ー
吹
へ
し

ふ
か
れ
す
候
ー
不

吹
候

以
上
五
段
と
て
可

心
得
候
也
ー
＋
シ

100
「
哀
こ
て
う
の
舞

な
ら
ん
」
、
そ
の

は
た
ら
き
松
風
の

舞
の
吹
出
と
同
前

ー
ナ
シ

能
と
心
持
専
一
也

—
能
の
心
持
あ
る

也こ
の
能
ー
此
能
も

り
よ
よ
り
か
、
る

ー

呂

よ

り

信

に

か
A

る

102
か
つ
こ
お
吹
前
一

段
舞
也
。
中
三
た

ん
、
か
つ
こ
後
一

段
舞
。
ー
か
つ
こ

の
段
三
段
。
前
後

宛
舞
に
吹
な
り

[IOl]
ナ
シ

か
、
る
所
い
か
に

も
し
ん
に
ー
ナ
シ

一
、
た
い
さ
ん
ふ
く
。
は
の
ま
い
。
鬼
の
出
羽
有
。
後

に
天
女
出
る
。

[106]

一
、
山
姥
。
「
松
風
と
も
に
吹
笛
の
」
、
中
ノ
か
ん
。
此

所
に
故
実
有
。
謡
は
な
し
て
、
つ
、
ミ
の
か
し
ら

を
打
間
に
吹
事
二
候
。
さ
候
へ
は
人
の
き
、
知
事

二
候
間
、
松
風
と
云
え
ん
に
よ
せ
て
吹
出
し
て
、

人
聞
候
時
ハ
、
は
や
吹
は
て
候
様
に
有
へ
し
。
か

ゃ
う
に
笛
の
事
を
う
た
ふ
能
は
、
其
心
得
な
く
て

ハ
不
叶
事
也
。
乍
去
ふ
き
候
は
て
も
不
苦
候
。

働
之
事
。
女
の
鬼
な
る
に
依
て
、
鬼
の
働
と
思
ひ

吹
候
得
ハ
、
つ
よ
く
過
候
。
又
女
の
働
に
ハ
よ
は
く
、

思
慮
肝
要
に
候
。

[107]

一
、
葛
城
。
序
之
舞
也
。
時
に
よ
り
て
は
に
も
吹
也
。

少
神
楽
の
心
得
あ
り
。

[108]

一
、
景
清
。
無
文
の
能
。
平
家
の
う
ち
平
調
返
を
そ
と

耳
に
た
ち
候
ハ
ぬ
様
に
吹
事
二
候
。
平
家
の
調
子
、

平
調
の
物
二
候
間
、
其
気
遣
に
候
。

[109]

一
、
養
老
。
む
か
し
よ
り
位
大
事
の
物
二
候
。
は
の
舞
、

初
段
の
お
ろ
し
定
た
る
也
。

[110]

一
、
狸
々
。
わ
た
り
拍
子
う
き

l
＼
と
吹
也
。
是
に
三

重
の
習
有
。
取
分
当
流
に
秘
す
る
事
二
候
。
ミ
た

（
マ
マ
）

れ
の
事
、
仕
手
を
可
専
。
太
鼓
の
頭
を
か
け
て
か
、

る
也
。
是
に
又
三
重
の
か
、
り
様
あ
り
。
前
後
二

か
け
て
ー
う
け
て

110定
た
る
也

1
疋
る

也 物
二
候
間
ー
物
に

候 つ
よ
<
|
つ
よ

[108]
ナ
シ

109
耳
に
1

人
の
耳
に

乍
去
ふ
き
侯
は
て

も
不
苦
候
ー
ナ
シ

能
は
ー
能
ニ
ハ

人
聞
侯
1

人
の
聞

侯 さ

候

へ

は

人

の

き
、
知
事
二
候
間
、

松
風
と
云
え
ん
に

よ
せ
て
吹
出
し
て

ー
や
が
て
吹
出
し

て
107
吹
事
二
候
ー
吹
候

へ
ハ
、
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段
を
舞
に
し
て
、
中
三
段
を
み
た
れ
と
す
。
上
古

ハ
前
に
舞
を
吹
ぬ
れ
ハ
、
乱
の
ま
、
に
て
果
候
。

今
ハ
右
の
分
二
候
。
惣
而
此
能
は
草
の
は
や
し
也
。

ゆ
め

l
＼
信
に
お
も
ふ
へ
か
ら
す
。
ミ
た
れ
を
秘

す
る
に
よ
っ
て
、
人
毎
に
信
の
能
と
思
ひ
候
。
信

に
心
得
ぬ
れ
ハ
、
曽
而
な
ら
ぬ
は
や
し
也
。

[lll]

一
、
師
子
。
石
橋
、
望
月
、
弐
番
師
子
也
。
但
望
月

は
さ
う
の
は
や
し
也
。

「
今
い
く
程
に
よ
も
過
し
」
と
云
て
ら
ん
し
や
う
を

吹
。
師
子
に
か
：
る
所
に
習
あ
り
。
り
よ
よ
り
か
、

る
切
拍
子
と
云
事
、
笛
の
心
得
の
肝
要
也
。
吹
上

之
事
、
あ
ま
ね
く
人
に
許
す
事
な
し
。
笛
よ
り
吹

上
る
手
を
聞
て
太
鼓
打
入
物
に
候
間
、
悔
に
相
届

候
様
二
可
吹
事
専
二
候
。
返
々
師
子
の
事
、
拍
子

の
外
の
物
二
候
。
は
や
き
を
手
柄
と
思
ひ
て
も
、

の
り
候
ハ
ね
ハ
、
曲
な
き
物
二
候
。
し
つ
か
な
る

は
き
か
れ
す
候
。
よ
く
口
伝
肝
要
二
候
。
ぬ
く
る
手
、

お
と
し
か
く
る
手
と
て
ニ
ツ
の
大
事
あ
り
。

[112]

△
加
観
世
与
左
衛
門
伝
。
追
懸
る
手
、
追
ま
ハ
す
手
。

此
ニ
ッ
太
鼓
二
有
。
笛
二
相
当
。
又
長
短
の
吹
上

可
秘
云
々
。

[113]

前
に
も
し
る
し
申
こ
と
く
君
臣
の
位
と
申
事
専
二

候
。
太
鼓
を
正
に
は
や
す
能
も
有
。

1
1
4
申
こ
と
＜
—
申
候

こ
と
く

[113]
ナ
シ

ぬ
く
る
手
ー

ぬ
く
る
手

打
入
ー
打
こ
む

吹
上
る
手
を
聞
て

pl上
る
を
聞
て

あ
ま
ね
<
—
当
流

よ
り
あ
ま
ね
く

吹
~
て

は
や
し
也
—
は
や

し
に
て
候

112
望
月
、
弐
番
師
子

也
。
但
望
月
は
さ

う
の
は
や
し
也
—

ナ
シ

草
の
は
や
し

1
草

の
能

右
の
分
二
候
—
右

分
候

l
l
l
舞
を
吹
ぬ
れ
ハ
—

舞
な
れ
は

神
楽
、
か
く
、
ミ
た
れ
、
獅
子
な
と
ハ
、
笛
君
の

位
に
し
て
、
残
る
役
者
は
ミ
な
臣
下
と
成
な
れ
ハ
、

笛
を
正
に
す
る
事
な
る
へ
し
。
第
一
仕
手
を
は
や

す
役
者
な
れ
ハ
、
太
夫
を
専
二
す
へ
き
事
不
珍
義

也
。
有
文
無
文
と
云
ハ
、
其
能
の
う
ち
の
諸
道
の

中
に
、
な
に
A

て
も
め
つ
ら
し
き
事
の
有
を
有
文

の
能
と
申
候
。
無
文
の
能
と
ハ
、
謡
に
も
は
や
し

に
も
き
と
く
な
る
事
ハ
な
く
し
て
、
さ
す
か
ゆ
ヘ

あ
る
能
有
事
候
。
そ
れ
を
無
文
の
能
と
云
。
是
仕

手
の
大
事
に
す
る
事
也
。
上
手
の
手
か
ら
と
い
ふ

は
こ
れ
也
。

[114]

一
、
心
の
つ
め
ひ
ら
き
と
云
事
。
た
と
へ
は
其
能
に
ハ

な
に
を
お
も
て
に
あ
て
~
出
る
そ
と
思
ふ
に
、
俄

に
引
か
へ
て
別
の
お
も
て
な
と
に
て
出
る
時
ハ
分

別
し
て
、
さ
す
る
人
の
耳
に
立
候
ハ
ぬ
や
う
に
位

を
か
ゆ
る
事
二
候
。

[115]

一
、
時
に
よ
り
う
き
や
か
に
は
や
し
候
ハ
て
不
叶
能
と

お
も
へ
と
も
、
し
つ
ミ
は
て
、
う
き
あ
か
ら
さ
る

時
ハ
、
三
段
四
段
め
な
と
に
可
吹
急
な
る
お
ろ
し

を
初
段
弐
段
に
引
上
て
吹
候
事
二
候
。
ま
た
一
か

と
お
し
し
つ
め
て
可
吹
。
は
や
し
さ
き
た
つ
時
は
、

い
か
に
も
し
つ
か
な
る
お
ろ
し
を
吹
か
け
て
心
に

て
し
つ
め
候
事
二
候
。

[116]

116
一
か
と
ー
了
か

と
、

能
有
事
候
。
そ
れ

を
ー
能
な
と
を

と
申
候
ー
と
て
も

て
は
や
す
事
二
候

中
に
な
に
A

て
も

め
つ
ら
し
き
事
の

有
—
中
な
に
、
て

も
珍
敷
事
有

太
夫
—
大
夫

位
に
て
1

位
に
し

て 獅
子
ー
師
子

太
鼓
を
正
に
は
や

す
能
も
有
ー
太
鼓

を
正
に
は
や
す
能

も
有
、
大
つ
、
ミ

小
つ
、
ミ
を
正
に

す
る
も
あ
り
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一
、
能
壱
番
の
間
ハ
そ
と
も
笛
を
は
な
す
へ
か
ら
す
。

殊
更
京
か
：
り
ハ
、
兼
而
定
も
な
き
所
に
て
し
ほ
A

え
つ
れ
は
働
事
あ
り
。
心
懸
る
其
謡
の
え
ん
に
似

合
候
様
に
可
吹
事
、
肝
要
候
。
真
実
か
様
の
事
、

習
の
外
二
候
。

[117]

一
、
勧
進
能
な
と
の
時
、
四
五
番
目
な
と
に
ハ
、
芝
ゐ

も
さ
ハ
か
し
く
、
調
子
な
と
く
る
ひ
候
時
ハ
、
う

た
ひ
の
う
ち
を
め
ら
し
て
吹
物
二
侯
。
さ
様
に
候

得
ハ
、
う
た
ふ
衆
も
調
子
か
る
そ
と
意
得
て
、
次

第
に
め
ら
し
て
う
た
ふ
物
也
。
さ
て
ま
ひ
に
な
る

時
は
つ
し
と
吹
候
へ
は
、
お
の
か
心
も
く
ら
き
よ

り
あ
か
り
へ
出
た
る
や
う
に
お
も
は
る
、
也
。
諸

人
も
一
か
と
有
や
う
に
お
も
ふ
物
也
。
又
勧
進
能

な
と
の
心
持
ハ
、
大
か
た
に
す
る
芸
は
う
つ
も
る
、

物
也
。
い
か
に
も
気
を
は
つ
て
、
う
き
た
つ
心
を

持
也
。
気
の
し
つ
む
時
は
、
則
す
る
役
の
音
迄
あ

し
く
き
こ
ゆ
る
物
也
。
一
切
は
気
遣
に
て
候
。

[118] 

一
、
舞
の
お
ろ
し
な
と
も
、
太
夫
い
か
に
も
ゆ
う

l
¥

と
立
、
や
す
ら
ふ
時
は
、
一
か
と
あ
る
な
か
き
お

ろ
し
お
吹
。
ま
た
す
ら

l
＼
と
ひ
き
た
て
、
行
時

は
、
か
ろ
き
手
を
吹
事
に
候
。

[119]

一
、
座
敷
乱
舞
杯
に
我
程
の
役
者
餘
多
有
へ
き
時
は
、

120
役
者
ー
役

1
1
9
す
ら
ー
＼
と
—
ナ

シ お
も
ふ
物
也
ー
お

も
ふ
な
り

118
あ
か
り
ヘ
ー
あ
か

り
に

心
懸
る
ー
心
か
け

て 所
に
て
ー
所
に

117
は
な
す
へ
か
ら
す

ー
は
な
さ
す

余
の
笛
な
か

l
＼
し
く
序
を
吹
た
る
跡
に
可
吹
時

は
、
引
か
へ
て
ミ
し
か
く
吹
。
り
よ
よ
り
か
、
り

た
ら
ハ
、
高
ね
よ
り
か
、
り
な
と
す
る
や
う
に
有

へ
し
。
但
其
座
に
上
手
あ
っ
て
吹
た
る
跡
に
可
吹

時
は
、
い
か
に
も
ろ
く
に
、
お
ろ
し
杯
も
つ
ね
に

有
事
を
吹
物
二
候
。
少
も
耳
に
立
事
を
す
れ
は
、

（
マ
マ
）

上
手
に
近
し
や
う
心
ち
し
て
片
腹
い
た
く
お
も
は

る
、
物
二
候
。

[120]

一
、
或
ハ
外
人
、
貴
人
又
ハ
児
若
衆
の
、
つ
：
ミ
、
太

鼓
杯
を
被
遊
、
其
御
相
手
に
な
ら
ハ
、
い
か
に
も

す
く
な
る
手
を
吹
、
地
な
と
お
も
ろ
く
に
吹
物
ニ

候
。
色
々
の
手
を
六
か
し
く
吹
か
け
な
と
す
る
事
、

慮
外
の
―
二
候
。
但
た
と
ひ
貴
人
外
人
成
と
も
上

手
杯
に
て
、
そ
れ
を
け
う
に
あ
る
乱
舞
の
時
は
、

一
か
と
有
へ
し
。

[121]

一
、
余
の
人
盤
渉
な
と
に
て
吹
た
る
跡
に
可
吹
時
は
、

双
調
を
そ
と
吹
て
、
さ
て
黄
鐘
を
吹
へ
し
。
是
ハ

座
敷
に
て
の
事
に
候
。
さ
候
え
ハ
、
盤
色
の
跡
に

黄
鐘
を
吹
て
も
、
け
ん
か
く
せ
ぬ
物
に
候
。
又
我

盤
渉
を
吹
て
人
に
わ
た
さ
ハ
、
や
か
て
黄
色
を
卒

度
吹
て
を
く
物
二
候
。
是
気
遣
之
―
二
候
。

[122]

一
、
座
敷
の
大
小
に
よ
り
気
遣
肝
要
に
候
。
ひ
ろ
き
座

敷
杯
に
て
ハ
、
は
や
し
の
位
よ
り
少
引
た
て
'
、

123
気
遣
ー
気
械

我
ー
わ
か

122
跡
に
ー
跡
に
て

有
事
を
吹
物
二
候

ー
有
手
を
ふ
く
物

候耳
に
立
事
ー
耳
に

た
つ
手

近
し
や
う
ー
お
し

ゃ
う

心
ち
ー
・
心
持

1
2
1
児
—
御
ち
こ

つ
、
ミ
ー
御
つ
、

f̀‘ 其
御
相
手
ー
御
相

手け
う
に
あ
る
乱
舞

の
時
は
ー
興
な
と

に
入
時
ハ
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音
を
も
力
を
入
て
可
吹
事
二
候
。
又
六
帖
敷
四
帖

半
な
と
に
て
の
乱
舞
の
時
ハ
、
双
調
成
共
黄
鐘
成

と
も
、
い
か
に
も
音
お
う
つ
く
し
く
、
手
色
を
専

二
可
吹
事
に
候
。
先
人
の
所
望
の
時
は
双
調
を
吹

て
、
舞
の
一
、
ニ
ッ
ほ
と
も
同
調
子
に
て
よ
か
る
ヘ

＜
候
。
さ
て
本
調
子
に
な
る
と
て
も
、
少
め
り
候

様
に
吹
事
、
小
座
敷
杯
に
て
の
こ
し
つ
に
て
候
。

[123] 

一
、
其
座
に
尺
八
吹
な
と
の
あ
ら
ハ
、
調
子
を
か
、
ヘ

て
吹
物
に
候
。
い
き
お
は
か
り
に
吹
事
、
口
惜
事

た
る
へ
く
候
。
笛
吹
と
人
に
知
る
ょ
程
の
者
ハ
、

か
り
初
の
座
敷
へ
行
共
、
人
の
雑
談
お
も
調
子
を

心
か
け
て
可
持
事
に
候
。
ふ
と
笛
所
望
の
時
、
雑

談
の
調
子
に
た
か
ひ
ぬ
れ
ハ
、
お
か
し
き
物
二
候
。

さ
あ
り
と
て
耳
に
立
つ
や
う
に
調
子
を
吟
す
る
事
、

片
腹
い
た
か
る
へ
＜
候
。
只
心
掛
か
ん
要
と
申
事

二
候
。

右
舞
台
に
て
五
ケ
條
。
座
敷
に
て
五
ケ
條
。
合
拾

ケ
條
、
五
音
の
次
に
十
体
申
候
つ
る
ハ
此
事
二
候
。

萬
事
気
遣
な
く
し
て
ハ
諸
道
成
へ
か
ら
す
。
殊
更

笛
杯
は
物
数
多
き
事
に
候
侭
、
常
二
此
志
肝
要
二

候。

[124]

一
、
盤
渉
に
て
可
吹
心
得
之
事
。
勧
進
能
に
て
も
一
日

此
志
肝
要
二
候
ー

此
者
肝
要
候

十
体
申
候
つ
る
ハ

ー
十
体
と
申
つ
る

ヽj 
拾
ケ
條
ー
拾

い
た
か
る
へ
＜
候

ー
い
た
か
る
へ
し

吟
す
る
ー
吟
味
す

る 心
か
け
て
ー
心
に

か
け
て

雑
談
お
も
ー
雑
談

な
と
を
も

124
人
に
知
る
、

1
人

の
知
る

よ
か
る
へ
＜
候
ー

よ
か
る
へ
し

乱
舞
の

I
乱
舞
な

と
の

能
に
て
も
、
三
番
ま
た
は
五
番
迄
は
用
捨
可
有
。

融
な
と
ハ
勿
論
の
事
、
海
士
時
に
よ
り
盤
渉
可
然

候
。
静
成
舞
に
も
調
子
に
え
ん
有
能
、
苦
か
る
間

舗
候
。
舟
弁
慶
、
桧
垣
等
の
舞
、
盤
渉
な
と
珍
し

か
る
へ
く
候
。
さ
候
と
て
必
吹
候
は
て
、
不
叶
に

て
は
有
へ
か
ら
す
。
殊
更
終
日
の
乱
舞
な
と
の
時

ハ
、
お
な
し
調
子
迄
は
無
文
な
る
へ
し
。
但
双
調

黄
色
の
後
、
黄
色
へ
分
か
へ
り
候
。
双
調
迄
さ
か

り
候
事
稀
と
云
々
。
四
季
の
調
子
を
う
け
て
可
吹

心
得
、
対
其
王
亭
あ
い
さ
っ
た
る
へ
し
。
然
共
秋

は
平
調
本
調
子
な
り
と
て
も
、
舞
な
と
ハ
な
ら
ぬ

事
な
れ
ハ
、
卒
度
気
遣
可
有
之
。
か
く
を
盤
渉
に

て
可
吹
心
持
、
近
々
前
に
し
る
し
候
ま
A

、
不
及

沙
汰
候
。

[125]

一
、
対
謡
笛
之
気
遣
之
事
。
第
一
、
応
謡
調
子
尤
た
る

へ
し
。
さ
て
舞
に
成
時
は
、
一
越
よ
り
双
調
迄
六

調
子
の
う
ち
に
て
初
終
と
越
る
な
ら
ハ
、
初
二
、
三

度
も
双
調
に
て
吹
、
其
後
ハ
至
而
黄
色
盤
渉
の
間

に
不
能
気
遣
、
謡
黄
色
二
成
候
時
ハ
盤
渉
に
て
可

吹
候
事
可
有
掛
酌
。
但
能
謡
に
よ
る
へ
き
間
分
別

肝
要
の
由
二
候
。

[126]

一
、
ほ
う
ゑ
の
事
。
盤
渉
に
て
吹
音
取
な
り
。
い
か
に

も
信
に
吹
。
ほ
う
ゑ
の
舞
は
陽
、
乱
拍
子
陰
也
。

127
ほ
う
ゑ
の
事
ー
は

う
ゑ
の
舞
之
事

]
ナ
シ

6
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翁
の
舞
と
女
の
舞
と
の
か
ハ
り
め
な
り
。
何
も
乱

拍
子
な
か
ら
調
子
か
ハ
る
な
り
。

[127]

一
、
わ
た
ま
し
の
笛
之
事
。
初
に
黄
鐘
を
不
吹
。
わ
う

し
き
は
火
の
調
子
な
る
に
よ
っ
て
忌
る
事
二
候
。

双
調
は
木
の
調
子
な
る
ま
、
似
合
候
。

[128]

一
、
船
中
に
て
か
へ
る
手
と
云
を
吹
す
。
六
の
下
是
な

り。

一
、
暇
乞
の
笛
と
云
は
、
船
中
に
て
い
む
手
を
吹
。
か

へ
る
と
云
え
ん
に
よ
る
心
を
吹
か
。

[129]

一
、
呂
に
信
草
行
有
。
人
の
所
望
の
時
は
、
草
の
呂
を

吹
て
、
半
音
取
と
云
を
吹
へ
し
。
ゆ
り
の
な
き
音

取
な
り
。

[130]

一
、
貴
人
江
笛
懸
御
目
時
は
、
か
ま
ち
を
出
、
同
輩
に
ハ

よ
こ
に
出
す
。
下
輩
へ
は
せ
ミ
の
か
た
を
上
へ
な

し
て
出
す
物
也
。
乍
去
、
夫
迄
ハ
い
か
、
。
尺
八

も
か
は
の
上
を
持
た
る
か
よ
く
候
。
竹
の
上
ハ
気

遣
可
有
之
俄
候
。

[131]（ママ）

一
、
軍
陣
之
笛
之
事
。
覚
語
候
ハ
て
不
叶
儀
二
て
候
。

事
を
分
て
可
書
明
段
ハ
、
は
て
な
き
子
細
二
候
。

先
四
季
に
王
を
す
る
調
子
を
可
吹
儀
、
最
第
一
也
。

若
敵
王
の
調
子
を
吹
か
け
た
ら
ハ
、

甲
順
、
乙
順
八
と
可
吹
。
口
伝
有
。

[132]

右
笛
左
衛
門
国
之
よ
り
伝
授
の
条
々
し
る
し
置
候
。

131
乍
去
夫
迄
は
い

か
、
—
ナ
シ

尺
八
も
—
笛
も
尺

八
も

儀
候
~
候
歎

1
3
2
付
討
—
第
一
覚
語

儀
二
て
候
—
儀
候

明
段
ハ
—
明
段

四
季
に
王
を
す
る

—
玉
を
す
る

敵
王
の
ー
敵
よ
り

玉
の

甲
順
、
乙
順
八
ー
＇

甲
順
六
、
乙
順
八

口
伝
有
—
口
伝
有
。

尤
可
秘
々
々

笛
左
衛
門
国
之
ー

左
衛
門

130
ゆ
り
の
な
き
音
取

な
り
—
ナ
シ

129吹
か
ー
以
か

何
も
乱
拍
子
な
か

ら
調
子
か
ハ
る
な

h
'
ー
ナ
シ

乱
拍
子
|
乱
拍
子

ヽ9‘ 

河
瀬
四
郎
左
衛
門
殿

右
此
一
帖
能
々
令
拝
見
候
。
近
比
秘
蜜
之
儀
相
聞

候
。
聯
余
二
不
可
有
外
見
候
者
也
。

観
世
与
左
衛
門
尉

永
禄
五
三
月
上
旬

永
正
参

六
月
士
二
日

国
広
皿

観
世
座
桧
垣
本
彦
四
郎

栄
次

如
此
書
顕
候
へ
は
、
道
の
ふ
か
き
も
浅
く
成
行
候

得
共
、
当
時
の
人
は
皆
物
語
な
と
を
聞
及
た
る
は

か
り
に
て
、
推
量
二
を
の
れ
と
道
を
ふ
ミ
分
て
ま

（ママ）

こ
と
の
道
知
人
稀
也
。
然
を
可
秘
。
失
事
に
て

も
な
く
候
ま
ヽ
、
不
顧
嘲
欺
、
殊
此
道
の
明
道
各

遂
一
覧
、
末
世
之
為
重
宝
、
如
此
相
定
畢
。

春
日
大
明
神
モ
御
照
覧
候
へ
。
心
底
之
在
之
通
、

不
残
一
点
記
之
者
也
。
自
然
此
一
巻
之
姿
、
浮
世

に
学
人
う
た
か
ふ
所
な
く
あ
い
か
ま
へ
て

l
¥、

邪
路
に
入
給
ふ
へ
か
ら
す
。
た
ょ
習
覚
た
る
外
は
、

稽
古
た
し
な
ミ
よ
り
く
ふ
う
分
別
可
参
候
。
伯
如
件
。

三
月
上
旬
—
三
月

十
一
日

在
判
ー
ナ
シ

（
以
下
左
の
通
り
の
奥

世
あ
り
。
）

観
世
与
左
衛
門
尉

ー
観
世
座
与
左
衛

門
尉

心
底
之
在
—
心
底

二
在

然
を
~
著

誰
濫
二
—
ナ
シ

道
知
人
—
道
を
学

人 ふ
か
き
も
ー
ふ
か

き
を
も
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此
書
大
秘
書
也
。
可
秘
々
々
。

青
木
光
通

明
和
六
託
年
六
月
下
旬
写
之

笛
之
口
訣
、
一
通
り
諷
何
と
い
ふ
所
に
て
何
を
吹

と
斗
教
る
也
。
此
書
諷
の
何
と
い
ふ
所
何
の
字
か

ら
吹
と
書
記
し
候
事
、
太
切
の
事
也
。
夫
お
此
書

に
記
し
た
る
故
大
秘
書
也
。

小
宮
山
杢
進
昌
世
記

小
幡
弥
兵
衛
殿
参

歴
長
弐
年

七
月
二
日

牛
尾
惣
右
衛
門
射

親
頼
〔
花
押
〕

右
の
密
物
国
広
よ

り
観
世
彦
三
郎
自

箪
に
う
つ
し
取
、

拙
者
二
被
渡
候
。

自
然
失
候
て
ハ
と

存
、
か
さ
ね
て
柑

留
置
者
也
。
伯
如
件
。
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